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第一章








　私、中なか條じょう琴こと葉はには高校二年生の時から付き合っている恋人がいる。

　彼の名は渡わた辺なべ悠ゆう希き。同い年の二十八歳だ。

　私達は高校一年生の時に同じ水泳部で意気投合し、友人関係を一年ほど続けたあと、悠希からの告白で付き合うことになった。

　知り合って十二年、付き合って十一年になる。

　もう十年以上も一緒にいると空気みたいな存在で、いるのが当たり前、朝と夜、一言メッセージをするのも当たり前、手を繋ぐのも当たり前。

　普通の恋人同士がドキドキするもの全てが当たり前になっていて、刺激もなにもなくなっていた。

　だけど、私は彼の隣が居心地よかった。

　たしかにドキドキすることはなくなったし、緊張感などはとっくの昔になくなってしまった。

　でも、それ以上に悠希の存在は大きい。

　私の人生の半分近くは彼とともにいるから、よけいにそう思うのかもしれないけれど。

　私の青春にはいつだって彼がそばにいた。

　そして、これからもずっとそばにいてくれるのだろうと信じている。

　いつか、結婚できたらいいな……と思い始めたのは、二十五歳を過ぎた頃だろうか。

　大学を卒業して二～三年は社会人経験を積むため、仕事優先でお互い過ごしてきた。

　だけど、三年も経てば仕事にも慣れ、自分自身に余裕が出てくる。

　だから、その時、もしかしたら悠希にプロポーズしてもらえるかもしれない……とひそかに夢見ていた私。

　その夢は二十八歳になった今でも続き、夢は現実のものになっていない。
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「はあ……今日は付き合って十二年目の記念日だけど……昨日の悠希の様子だと覚えていないだろうな」

　私は都心にある老舗百貨店の洋菓子売り場「アップロンティア」の販売員として働いていて、早番の仕事が終わり、夕方の六時半に駅前のコーヒーショップで悠希と待ち合わせをしていた。

　今日八月七日は私達が交際をスタートさせた日だ。

　悠希が水泳大会で好成績を残し、そのお祝いをした時に悠希から部員みんなの前で告白をされた。

「ずっと好きでした！　付き合ってください！」と顔を真っ赤にして頭を下げて右手を差し出された時のことを、私は昨日のことのように覚えている。

　悠希は……あんな甘酸っぱい出来事なんて、忘れているんだろうな。

　昨日だって、電話をしたら疲労感たっぷりの声で面倒くさそうに会話をされ、頭にきた私はすぐに電話を切ってしまった。

　でも、そのあと冷静になって、悠希も仕事で疲れているのにずっと私の話ばかり聞いていたのだから、さらに疲れさせてしまったんだろうなと考える。

　そう思うと、すごく申し訳ない気持ちになってくる。

　だから、そのお詫びとして疲労回復のドリンクと、食事はコンビニばかりだから、少しでも食生活の改善になればと思い、三種類作った常備菜を詰めたタッパーと夕食の材料を持ってきた。

　本音は記念日だからどこかに出かけたかったけれど、昨日の疲労困憊の声を聞いてしまったら、そんなわがままは言えない。

　悠希と顔を会わせる前にメイクの崩れをチェックしようと思い、バッグの中からコンパクトミラーが入ったポーチを取り出す。

　高校生の時は黒髪の真っ直ぐなストレートヘアだった私。水泳部だったからキャップの中に収めやすいようにお団子にしていた私の今の髪型は、当時からずっとあこがれだったふわふわのパーマがかかったボブカットだ。

　人に自慢できるパーツといえば、大きな目くらいかな。

　スタイルも身長も平均だから、大人になった今も特に個性がないのが私だ。

　その点、恋人の悠希は高校時代から水泳の大会で好成績を残したまま卒業をした。

　せっかく向いていた水泳の世界だから、将来は水泳に関する仕事に就くのかと思っていたけれど、楽しいことが大好きな彼らしく、ベンチャー企業に就職して、現在は激務の職場で働いている。

　悠希が働いている「アダムトリア」は大手企業とまではいかなくても、ベンチャー企業の中では名が通っている有名企業だ。

　そんな職場で働いている彼の口癖は「自分で選んだ職場だから、限界まで頑張らないと」だ。

　いつでも一生懸命で、頑張り屋の彼だからそう思ってしまうのだろうけど、恋人の私としてはいつか身体を壊すんじゃないかと心配でたまらない。

　最近の悠希は、自慢の明るい性格にも影がかかり、端正な顔立ちもどこか暗い。

　人当たりがよかったのに、私といる時も笑顔が少ない気がする。

　でも、私も「アップロンティア」で一日、正社員として働いている。

　洋菓子売り場の販売員は足と腰は痛くなるし、お盆や年末年始の帰省時には休憩なんかほとんどとれないほど忙しくなる。

　さらに売り上げにもノルマがあるし、決して楽な仕事ではない。

　だから、疲れているのは悠希だけじゃないと思い、私もきつい態度を取ってしまう。

　だけど大切な恋人を癒してあげたいって気持ちもある。

　その二つを天秤にかけた時、その時の心の余裕で重さは変わってくる。

　今はお盆前の繫忙期……。私もかなり忙しく、連日出勤が続いているから、かなり疲弊していた。

「……喧嘩しないように頑張ろう」

　そんな独り言を呟きながら、浅いため息を吐いた。

　喧嘩しないように頑張ろうとか……。まさに倦怠期ってやつだな。

　そう考えたら、私達は随分前から倦怠期だ。

　今度は重いため息を吐きそうになった時、私のスマホにメッセージが届いた。悠希からだ。

「えっ……残業……？」

　悠希からは一行のみのメッセージが届いていた。

『残業だから、家で待ってて』

「はあ……今夜、お祝いできるのかな」

　メールを見てから私はそんな独り言を呟いて、コーヒーショップを後にした。




　コーヒーショップから悠希が一人暮らしをしているマンションまでは電車で二駅乗り、駅を出て五分ほど歩くと到着する。

　大学生の頃は最寄り駅で待ち合わせて、いつもこの道を二人で歩いていたなと懐かしくなる。

　でも、お互い社会人になった今はなかなか時間が合わず、特に業種が違う私達は休みが合わないことが多い。

　平日休みの販売員の私と、完全週休二日制の悠希。

　彼は時々土曜日出勤はあるけれど、有休を使わない限り、平日が休みの日はまずない。

　だけど、昔からカフェ巡りやスイーツが大好きな私にとって、この洋菓子販売の仕事はとてもやりがいを感じている。

　新作や季節ごとに販売される商品は毎月の楽しみだし、笑顔で購入されるお客様の対応をするのも、私にとって大切な仕事だ。

　だから、悠希の生活に合わせるために仕事を変える気なんて毛頭ない。

　でも、このままじゃすれ違いばかりだ。

　どうにかしなきゃ、と思いながら六年も経ってしまった。

　これで別れ話が一度も出ていないのだから、奇跡といえばそうだろう。

　ただ、そんな話が出ないほど、深刻な話をする機会がなく、緩い関係になってしまった……と言ったほうが正しいのかもしれない。

　そんなことを考えているうちに悠希のマンションに到着した。

　持っているスペアキーをキーケースから取り出し、鍵を解錠して部屋の中に入る。

　猛暑のせいか閉め切っている部屋はかなり蒸し暑く、私はすぐに窓を開けて換気をした。

「うわあ、ゴミめちゃくちゃ溜めてる。あっシンクの中も洗い物だらけだ」

　もうこんな状態を見てしまったら放ってはおけない。

　私は持参していたエプロンを取り出して身に着けると、掃除と洗い物を開始した。

　ゴミをかき集め、シンクに溜まった食器の洗い物をして洗えていない洗濯物を洗濯機で回す。

　この部屋にも十年は通っているから、どこに何があるのかくらい自分の部屋のようにわかっている。

「ふう……。仕事終わりでこの量の家事は結構きついな」

　一息つきながら、今度は掃除機を取り出して、騒音防止のため窓を閉めてクーラーをつける。

　掃除機で掃除を終え、洗濯物を干し終えたら悠希が帰って来た。

「ただいま。遅くなって悪い！」

「おかえり。お疲れさま」

　焦った顔で部屋に入って来た悠希の手には、缶ビールと桃味の缶チューハイ、それにコンビニ限定のショコラパフェが入った袋を持っている。

　今日待たせてしまったお詫びなのだろうけど、特別なスイーツではないことから、やっぱり記念日は覚えていなかったんだとわかると、寂しくなった。

　それでもせっかく疲れている中、買ってきてくれたんだ。

　大げさなくらい喜ばないと、罰が当たるよね。

「ありがとう！　このスイーツ、テレビのＣＭで見た時から食べてみたかったの！」

「おー、よかった。琴葉、昔からそういう安くてうまいやつが好きだったよな」

　スーツのジャケットをぬぎながら意気揚々と話をしているけれど、いったい、悠希はいつの話をしているのだろう。

　コンビニや駄菓子のお菓子ももちろん好きだけど、大人になった今はデパートの地下スイーツはもちろん、カフェの手作りケーキも大好きなのに。

　時々悠希の中で、私は高校生の時のまま止まっているんじゃないかって、感じる時がある。それが今みたいな瞬間だ。

「あー、疲れた。あっ、家の中、片付いている。悪いなー、いつも」

「そう思うんだったら、私が来る時は少しくらい片付けておいてよね。いつも私が家に来る時は、めちゃくちゃ散らかってない？」

　腰に両手を当てて呆れながらそう言うと、悠希は誤魔化すような笑顔を作り、両手を合わせる。

「俺がやるより、琴葉が掃除をしてくれた方が綺麗になるんだよ。マジで助かってる。ありがと」

「はあ……。もういいや。とりあえず、お風呂に入ってきて。その間にご飯を作っちゃうから」

「わかったー」

　こんなやり取りに、私はあなたのお母さんじゃない！　と突っ込んでしまいそうになるけれど、のんきに返事をする彼を見ると、何も言えなくなる。

　こんなことでも必要とされる自分が嬉しい。

　だけど、恋人として接してくれない時が今は多いから、ものすごく寂しい。

　入社したての頃は、家で待っていたら抱きしめてただいまのキスをしていた。

　だけど、今はキスどころか抱きしめてもくれない。

　これって恋人同士以前に、かなり所帯じみた関係になってしまっているんじゃないか……。

　悠希ってば、私たちの関係のことをどう思っているんだろう。

　いつかきちんと話したいな。これから私達はどうしていくのかってこと。

　そしたら、少しは甘い恋人同士の関係に戻れるかな。

　そんな淡い期待を抱いてもいいだろうか。

「琴葉ー、シャンプーの詰め替え取ってくれ！」

「……はーい」

　今の悠希の言葉で一気に現実に引き戻された私。

　脱衣所の収納棚から詰め替え用のシャンプーを取り出し、お風呂の扉を開ける。

　もう見慣れた彼の裸を見て、恥ずかしがることもなくシャンプーを渡すと、キッチンに戻り夕食を作り始めた。

　夕食は私もフルタイムで働いて疲れているから、作る時は時短メニューにしてしまう。今日は親子丼と豆腐と油揚げのお味噌汁、そしてひじきのサラダだ。

　付き合って十二年目の記念日に自分が作った親子丼……。去年はカレーだった。

　一昨年はさすがに十年目の記念日だったから外食だったけど、期待していたプロポーズはなかった。

　私が欲張りなのかな。いや、付き合って十年目にプロポーズを期待するのはおかしくないよね。

　だって、友人や同僚からも「そろそろプロポーズがあるんじゃない？」と言われていたのだから、周りも私と悠希は結婚するものだろうと思っていただろう。

　だけど、実際は現状維持のまま。それどころか所帯じみてしまい、結婚が遠のいている気がしてならない。

　十年目に期待していたプロポーズがなく、すっかり意気消沈してしまった私。

　だけど、今日はもしかしたらあるかも……と、ほんの微かな期待を抱きながら、楽しみにしていた。

　だけど、長年の勘でわかる。ああ、今日もいつも通りの日だなと。

「腹減ったあ、琴葉はどうする？　先に風呂に入る？」

　Ｔシャツとハーフパンツ姿で首にタオルを巻いてお風呂から上がってきた悠希は、ご機嫌な表情になっている。

「もうご飯はできたからあとでいいや。あっ、今日おかず三種類作ってきてタッパーに入れてあるから、また食べてね」

「マジ？　ありがと」

　まだこうしてお礼を言って感謝してもらえるだけ、いいのかもしれない。

　これが当たり前だと思われたら、ますます私は彼のお母さんとして扱われそうだ。

　それからいつものように何気ない会話をして夕食を終え、悠希が買ってきてくれたコンビニのスイーツを食べた後、私はお風呂に入る。

　悠希はスマホで動画を観ながら、缶ビールを飲んでいてソファの上でリラックスをしていた。

　まあ、働いているのなら、ああいう時間は大切よね。

　でも、今日くらいは……エッチしたいなと思う私。

　昔は会うたびに身体を重ねていたけれど、付き合って五年を過ぎたあたりから会ってもしない日のほうが多くなってきた。

　今じゃ二週間に一回、悠希の気が乗らない時は一か月に一回という日もある。

　これって女としてすごく寂しいし、何より大好きな悠希に求められなくてものすごく悲しい。前回、エッチしたのは二週間前だ。

　悠希もそろそろと思ってくれているはず。

　なんだか、私だけが欲求不満みたいな気がしてならないけど、でも、今日は応えてくれるよね。

　久しぶりに胸がドキドキするのを感じながら、私はお風呂に入った。

　シャワーの温かい水しぶきを浴びながら、悠希は何を考えてどんなふうに待っているかなって考える。

　期待をしたらその分がっかりするから、あまり期待しないようにしているけれど。

　まさか……疲れて先に寝ちゃったりしてないよね……！

　どうしよう、ものすごく不安だ！

　私は身体や頭を洗うのもそこそこにして、早めにお風呂から上がった。

「あれ、早かったじゃん」

　悠希はちょうど缶ビールを飲み終えたところで、ソファで寛いでいた。

　私はホッとして隣に座り、身体を寄せる。

「髪、まだ濡れてる。乾かそうか？」

「うん、お願い」

　慌てて出てきたせいで、まだ濡れている髪を悠希はドライヤーで乾かしてくれる。

　こういう優しいところもあるんだよなあとドライヤーの温かい風に当たりながら、私は気持ちのいい時間を過ごしていた。

　無言でも苦痛に思わない相手。こういう人は貴重だと思う。

　だから、こういう雰囲気になると恥ずかしい言葉でも素直に言える。

「ねえ、悠希」

「んっ？」

　ドライヤーを止め、私の声に耳を傾ける。私は彼の方を向き、上目遣いで見つめた。

「……今日……シたい。いい？」

　やっぱり、恥ずかしい気持ちはすぐに顔に出てしまう。

　今、私の顔色は真っ赤だろう。

　私の言葉を聞いた悠希は少し驚いて視線を逸らしたけれど、すぐに笑顔をくれた。

「あー……もちろん。まあ今日は十二年目の記念日だからな」

「お、覚えていたの！」

「当たり前だろ」

　今度は私が驚く番だ。目を見開いてびっくりした。

　悠希ってば今日が付き合った日って覚えていたんだ。

　全くそんな素振りはなかったから、絶対に忘れられているものだと思っていたのに……！

「嬉しい！」

　思い切り彼に抱き着いて喜びを表現すると、私の勢いが良すぎたせいか、彼はそのまま床に倒れこんでしまった。

　喜びを隠せない私は、悠希にキスをする。

「いってー、床でするもんじゃないだろ。盛り過ぎだって、琴葉」

「あっ、ご、ごめん。ベッドに行こっか」

　どうやら背中を強打したらしく、悠希の顔は苦痛に歪んでいた。

　たしかにがっつきすぎかも……。

　恥ずかしくなった私は起き上がり、後頭部を手でかく。

　そんな私の身体に悠希は手を添え、そのままベッドに行くと二人で横になり、悠希は私に覆いかぶさってきた。

「できるだけ長くできるように頑張るけど、期待に応えられなかったらごめんな」

「や、やだ、そんな……。疲れているんだから無理しないで」

　悠希の言い方だと、まるで私の方がしたくてたまらないから、彼に懇願しているみたい。今日は記念日だから甘い時間を過ごしたいと思っているのは、私だけなんだろうか。

　そう思うとむなしくなるから、もうそれ以上は考えず、行為に没頭した。

　悠希はまず軽いキスから始める。

　そして私の髪を優しく撫で、頬や耳たぶ、顔の輪郭に沿って唇を落とすと最後に濃厚なキスをする。

　舌が咥内に侵入してきて、さっきまで彼が飲んでいたビールの味がした。

　お酒はあまり強くないからこの味は苦手だけど、大人になってから悠希とするキスはいつもこの味がする。

　昔はキスをするだけでも緊張して手に汗をかいていたのに、今じゃそれ以上のことをしてほしいなんて思ってる。

　今だって、キスじゃ物足りない。

　もっと私のことを愛しているんだっていう実感がほしくて、熱烈に求めてほしいって懇願している。

　だけど、悠希が私を激しく求めてくる日はほとんどない。

　いつからだろう。こんな淡白なエッチをするようになったのは。

　キスが終わり、胸の愛撫もそこそこにすぐに下半身に手が移動する。

　胸は先端を少し弄られて終わっただけで、強い快楽なんか一切ない。

　ここで可愛らしく甘えた声で「もっとして！」なんて言えば、もしかしたら応えてくれるかもしれない。

　だけど、今更恥ずかしくて言えなくて、いつも不完全燃焼だ。

「あっ、まだ濡れてない？」

　私の下腹部の茂みに指を添えた悠希が、しまったという顔をしてそう言った。

　キスをしてちょっと胸を弄られただけで、濡れるわけがないじゃない。

　だけど、不感症の女だと思われるのが嫌だから、慌てて否定をした。

「そ、そんなことないよ。触っていくうちに濡れると思うから……。ご、ごめん」

「あー、謝らなくていい。俺もごめん、焦り過ぎた」

　悠希はそう言ってくれるけど、どうして私が先に謝らなければいけないのだろう。

　こんな風に思うのは、理不尽だってわかってる。

　大好きな悠希が触れてくれているのだから、もっと丁寧に優しくしてくれたらすぐに受け入れる準備はできるはずなのに。

　そう思いたいのに、胸の中はずっともやもやしている。

　私の謝罪を聞いた後、悠希は着ていたルームウェアも下着も全て脱ぎ、私の衣服も全て脱がす。

　ちゃんとしようという気持ちの変化があったのか、胸への愛撫が再び始まった。

「んっ……」

　彼の舌が右胸の先端を突き、上下に舐めて吸い上げる。

　左胸は優しく手のひらでやわやわと揉み上げ、親指と人差し指を使って先端を擦る。

　微弱な電流が快楽となって身体中に駆け巡り、やっと下腹部が疼きだした。

「……もっと触ったほうがいい？」

　まだ胸への愛撫は始まったばかりだというのに、悠希の問いかけに（えっ、もう終わり？）と驚いてしまう。

　ちょっと前戯をしただけで終わるなんて、さすがに顔には出していないけど、内心ではエッチは面倒くさいのかな……と不安になる。

　いや、やっぱり仕事で疲れているからかもしれない。

　だから、体力がほとんど残っていないのかも、と思うようにして私は笑顔を作った。

「ううん、もういいよ。多分、もう大丈夫だと思う」

　せっかくの記念日なのだからこれ以上嫌な空気にしたくなくて、不満一杯だけどこう言うしかないと思った。

　悠希はあからさまにホッとすると、右手を下腹部の茂みに移動させ、披裂に触れる。

　そして濡れていることを確認すると、ベッドのサイドテーブルに置いてある避妊具を取り出し、慣れた手つきで装着した。

　そんなに濡れていないけど、大丈夫かな……痛くないかな……と少し不安はあったけど、もっとしてなんて言えなくて、そのまま彼を受け入れる。

　でも、やっぱり痛みと圧迫感があって、苦痛の表情を浮かべてしまった。

「まだ早かったか？　痛い？」

「う、ううん、大丈夫……」

　腰をゆっくり押し進め、最奥まで到達させようとするけれど、十分に濡れていない中は悠希も苦しいのかもしれない。

「……浅いところで動いてみる」

「う、うん」

　悠希は奥まで自身を挿れることは諦め、浅い場所で律動を始めた。

　私の中は痛みと圧迫感から解放され、甘い疼きが戻ってくる。

　秘部の入り口で彼自身が膣壁を擦り、快感がすぐに襲ってきて、意識がそこに集中して、さっきまでの嫌な気持ちはすぐになくなった。

「んっあっ、ああ……」

　だんだんと水音が激しくなり、愛液が秘部の中を滑らす潤滑油として役目を果たし、悠希のものが奥へとスムーズに進むようになった。

　そのたびに彼の腰遣いは激しくなり、肌のぶつかり合う音が部屋に響く。

「やぁ……んん、くぅ……」

　彼の熱い肌に触れると、興奮しているのだとわかって安心する。

　ああ、私、今、愛されているのだとわかるから。

　ぎゅっと逞しい悠希の腕にしがみつく。

　高校生の時、水泳部で培った逞しい筋肉は今も健在で、逆三角形の体型に彼の身体はいつ見ても見惚れてしまう。

　こんな身体に抱かれているのかと思うと、自然と興奮してしまうもの。

　まだまだ悠希に抱かれたい。

　まだ繋がっていたい。

　そう心から思っていたのに、悠希の表情がガラッと変わり、我慢の限界に近い顔になった。

「くっ……！」

「えっ……」

　彼自身に装着している避妊具越しに、温かいものが迸った。

　肩で大きく息をした悠希の顔は、満足感でいっぱいという感じだ。

　あっ……終わった？

　あまりにも一瞬できょとんとしていると、彼は苦笑いをこぼしていた。

「ごめん」

　そして一言謝ると、へらっと笑う。

　そして私はああ、またか……と残念な気持ちで胸の中がいっぱいになるんだ。

「いいよ、疲れているもんね。今日はもう寝ようか」

　後処理をしている彼の背中に、表情を見られないように言葉をかける。

　すると、悠希の声が一段と明るくなった。

「そうしてくれると助かる。あー、明日は休みだからゆっくり寝よう」

「……私は仕事だけどね」

「んっ？　なんか言った？」

　ルームウェアを着ながら、小さな声で呟いた声は彼に聞こえなかったらしい。

　私は顔を左右に振ると、笑顔を作る。

「なんでもない。おやすみ」

「そう？　おやすみ」

　それでも、眠る時のキスは忘れない。

　朝起きた時と眠る前のキスは続けているけれど、これも悠希にとっては義務みたいなものだろうか。

　電気を消し、悠希にぴったりとくっついて身体を預けると、彼も無意識に私に身体を寄せ、力が抜けていく様子がわかる。

　これってリラックスしてくれているってことだよね。

　私には心を許してくれていることは正直、とても嬉しい。だけど、毎回雑なエッチに、いたわりの少ない言葉、愛を感じられる場面は今はないに等しい。

　これじゃあまるで家族だ。

　私たち、まだ結婚もしてないのに熟年夫婦のような関係になっていることを痛感する。

　悠希……私と結婚する気あるのかな？

　目をつむってから一分も経たずに睡眠に入り、寝息を立てている彼を見て深いため息をついた。







第二章








　翌日、遅番の私は悠希の朝食を作り、洗濯をしてゴミ出しをしてから彼の家を出た。

　彼はまだベッドで眠っていて、一応出勤する時に声をかけたけれど、反応はない。

「はあ……記念日の次の日なのに、普段と全く変わらなかったな」

　そんな独り言を呟き、駅まで一人で歩く。

　私が勤める成合百貨店は郊外にあって、全国にある百貨店の中では規模が一番大きな老舗百貨店だ。

　地下二階に洋菓子フロアがあり、百貨店が開店した時からある老舗メーカー「アップロンティア」で働いている。

　スタッフはメーカーから派遣されている私と店長で男性社員の小こ林ばやしさん、そして百貨店販売員の二名の女性社員で売り場を回している。

　同じフロアには同期で百貨店に派遣されたメーカー社員もたくさんいて、隣の売り場の林はやし香きょう子ことは特に仲良くしていた。

「おはよ、琴葉。昨日はどうだった？」

　更衣室を出て社員用エレベーターを待っていた時、香子が隣に来て声をかけてきた。

　好奇心と言うより心配で声をかけてきたという感じで。

「いつもと一緒。特にお祝いする雰囲気もなしだったよ」

　ため息と一緒に思いをぶちまけると、少し心が軽くなった気がした。

　香子は悠希と会ったことはないけれど、私と悠希が高校生の時から付き合っていて、倦怠期真っ只中の関係を続けていることを知っている。

　だから、こうして愚痴を言うことができて、私のストレスを半減させてくれるありがたい存在だ。

「うーん、そっかあ。まあ、記念日くらいで盛り上がる関係なら、普段から悩んでないよね」

　香子はショートカットの髪を指先で弄りながら、猫みたいな釣り目はしょぼんとしており、苦い顔をしている。

　私も肩を落とし、暗い顔をしそうになったけれど、これ以上陰気な雰囲気にしないために、作り笑顔をした。

「でも、大丈夫よ。別に別れるような喧嘩とかしないし、そんな話にもなったことがないから。当分、このままの関係をまだ続けるんじゃないかな」

　苦笑いをこぼし、エレベーターが到着して二人で乗り込む。

　この時間、他に社員がいなくてよかった。

　こんな話、社内の人に聞かれたくないもの。

「うーん、でも記念日なんだから、プロポーズとまでいかなくても、プレゼントくらいあってもよかったのにね」

　エレベーターが閉まるのを眺めながら、香子の言葉にまた苦笑いをこぼす。

　それはまさに私が昨日、ずっと思っていたことだ。

　いくら残念がっても、悠希の中で十二年目の記念日は私が思っていたより、軽いものだったんだ。

　だから、いつまでもくよくよ考えていても仕方がない。

「しょうがないよ。向こうは仕事が忙しいみたいだし、私もプレゼントを用意してなかったしね」

「でも、琴葉も働いているじゃん。ねえ、琴葉はこのままでいいの？」

「このまま……」

　下降するエレベーターの重力を感じながら、香子の重い言葉を受け止める。

　私の顔が暗くなっているのを、香子は下からうかがいながら、口を開いた。

「待つばかりじゃなくて、自分からも何か言ってみたらどう？　じゃないと、私の友達みたいになっちゃうかもって心配なんだよ」

「友達？」

「うん、前にも言ったことがあるでしょ。私の大学時代の友達にも七年、付き合っている子がいるって」

　昔、香子とご飯を食べに行った時、私と悠希の関係を話すと、香子の友達にも長い間付き合っている子がいると聞いていたから、覚えている。

　同じような悩みを持っている子がいるんだなと勇気づけられたことが何度もあったから。

「その子ね、別れたの。一週間前に」

「えっ！」

　私の驚いた声はエレベーター内に響く。

　香子は一瞬悩んだ素振りを見せたけど、視線を下に落としながら続きを話してくれた。

「原因は彼氏の浮気。友達がね、なかなか結婚してくれないから、どう考えているのか問い詰めたんだって。そしたら、他の女性とも遊んでみたかったから、結婚に踏み切れなかったって言われたって」

「浮気が……原因なの……？」

「うん、浮気相手に本気になっちゃったらしくて。だから、琴葉もそうなるんじゃないかって心配なんだよ。付き合いが長いからって信頼しすぎるのもよくないと思う。ちょっと疑ってみた方がいいかも」

「そ、そっかあ……」

「まあ、十年以上も付き合っている彼だから、信用したい気持ちはわかるけどね。一応、気にかけた方がいいんじゃないかってアドバイス。嫌な気持ちにさせたらごめん」

「ううん、そんなことない。ありがとう、心にとどめておくよ」

　そう言いながらも、どこか他人事のように受け止めたい私。

　悠希に限ってそんなことはない！　と言いたいけれど、言い切れないのは心のどこかで彼を疑っているからだろうか。

　年数が経つにつれ雑になるデートと義務化したエッチ、それに恋人同士らしい会話もほとんどない。

　でも、悠希は信用できる人だ。絶対に私を裏切らないと思っている。

　でも、香子の友達もきっと彼氏のことをそう思っていたはずだ。

　だけど、浮気されてしまった。そして別れてしまった。

　彼女と同じ境遇だけど、浮気に関しては思い当たる節なんかないよね、と強引に不安な気持ちをかき消した。

　悠希……浮気なんてしてないよね。大丈夫だ、きっと絶対大丈夫。

　そう思い込んで売り場へと向かった。
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　目が覚めると、ひどい倦怠感に襲われた。

　まだ疲れが抜けきっていないのか、身体が重い。

「はあ……」とため息をつき、ベッドから起き上がると横で眠っていたはずの琴葉はいなくなっていた。

「……ああ、あいつ、今日出勤か」

　けだるい身体でなんとか立ち、１ＬＤＫの間取りの部屋を歩く。

　寝室からリビングに向かい、キッチンへ水を飲みに行くと、カウンターにラップされているワンプレートの料理が用意されていた。

「おっ、オムライスじゃん。琴葉の作るオムライス、美味いんだよな」

　好物が用意されていてテンションが上がる。

　顔を洗ってから食べようと思い、洗面台がある脱衣所に行くと洗濯された服が浴室乾燥機で乾燥されていた。

　しかもゴミも出してくれたらしい。

　本当に俺の彼女は、こんな俺に尽くしてくれていると思うといくら感謝しても足りないくらいだ。

　昨日家に帰った時、一目見て掃除をしてくれたのだと気づいていた。

　だけど、それが当たり前のようになっていて、いつもちゃんと感謝の気持ちを伝えるタイミングを逃してしまう。

　最低な彼氏だな、という自覚はあるつもりだ。昨日の夜もそうだ。

　適当に抱いてしまったことを、朝になっていつも激しく後悔している。

　でも、その時は本当に無理なんだ。

　仕事で身体と精神を酷使しすぎていて、琴葉のことまで気遣う余裕がない。

　言い訳だってわかっている。

　琴葉だって仕事をしていて、繫忙期の今めちゃくちゃ忙しいだろう。

　だけど、文句も言わず、俺の身の回りのことをしてくれて支えてくれる。

　俺はそんな彼女の優しさに甘えきっている。

　申し訳ないと思いつつも、疲労感は隠せなくて自分の気持ちを優先させてしまう。

　きっと……こんな俺と一緒にいても、琴葉は楽しくないだろう。

　友達や仕事をしている時の方がのびのびしているかもしれない。

　昨日の記念日だって頭の中では覚えていても、結局プレゼントどころかお祝いさえもしてやれなかった。

　それに、琴葉はお祝いのプレゼントよりも、もっと言ってほしい言葉があるってことも気が付いている。

　ドラマや映画のように、指輪を渡して「結婚してください」と俺が言うのを期待していたに違いない。

　俺も、結婚をするのなら琴葉しかいないと思っているし、琴葉以外考えられない。

　できることなら、記念日とか関係なくすぐに結婚をしたい。

　だけど、それを言い出す勇気と決断力が俺にはない、というのが本音だ。

　そんな思いを巡らせながら顔を洗い、昨日琴葉が洗濯してくれたタオルで顔を拭いて、彼女が用意してくれている食事を食べる。

　電子レンジで温めて好きなだけケチャップをかけ、用意してくれていたスプーンで大きく一口目を頬張る。

「うまっ」

　何度食べても琴葉の料理は美味い。

　俺の舌が彼女の作る料理の味に慣れているというのもあるけれど、食べると心の底から癒されてホッとする。

　琴葉が作る料理はそんな味だ。

　琴葉と一緒にいると、職場で疲弊しきった心と身体が癒される。

　ほとんどパワハラに近い暴言ばかりの上司に、協調性のない直属の先輩社員。

　その原因は、なぜか俺なんかの容姿を目当てに近寄ってくる女性社員たちと俺が、職場の社員以上の仲になり、いい思いをしているはずだと勘違いされたことから、その嫉妬とやっかみで冷たい態度を取られている。

　ただ、どちらにも強く当たれない俺は、毎日職場で辛い立場にいる。

　でも、職場の全員がそういう人間ばかりじゃないし、俺の仕事ぶりを評価してくれる人たちだってもちろんいる。

　取引先も俺をわざわざ指名してくれて、一緒に企画を進めることもあるし、いくつもの企画のリーダーも任されていて、仕事にはやりがいを感じている。

　だから、このまま今の会社で頑張るつもりだ。

　しかし、仕事を優先するとどうしても琴葉のことが後回しになって、昨日のようにせっかくの記念日を祝えなかったり、心身ともに疲れているからセックスだっておざなりになってしまう。

　全ては余裕のない俺が悪い。そんなことはわかっている。

　琴葉のことを考えたら、俺と別れてもっと自分を大切にしてくれる男と結婚した方がいいのかもしれない。

　だけど……琴葉が離れてしまうのは嫌だ……。

　そんな子どものわがままみたいなことを、休日になると考えてしまう。

　そんなことを頭の中でぐるぐると考えていたら、琴葉が作ってくれたオムライスを完食していた。
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　記念日から一週間が過ぎ、繫忙期がようやく終わって売り場も落ち着いたころ、私は連休を取り、悠希の家に泊まりに来ていた。

　販売員という職業柄、土曜日と日曜日の連休は難しいが、日曜日と月曜日なら連休を取ることができた。

　本当は土曜日の夜から泊まりに来て、火曜日の朝まで一緒にいたいなあと思ったけれど、さすがにその提案をしたら悠希に迷惑がかかるかなと考え、日曜日に泊まり、月曜の夕方には帰るようにした。

　でも、結婚することになったら毎日一緒にいるのに、こんなふうに考えるなんてますます自分たちは大丈夫なのかなと思ってしまう。

　それに十年以上も付き合っていたら同棲はしないの？　と周りから聞かれることも多い。

　だけど、私は結婚するまで同棲はしないと考えていて、それに悠希も同意しているから、結婚するまで一緒に住む話は今まで出なかった。

　だけど、今になれば同棲してもよかったのかもしれない。

　だって、その方がこんなに不安になることもなかったかもしれなかったから。

　一週間前に香子の友達の話を聞いてから、ずっと胸の中がモヤモヤしていて、私の知らない時間に悠希が何をしているのか気になってしょうがない。

　今まで悠希が浮気をするなんて、想像もしてなかった。

　だけど、実際に浮気された人の話を聞いて、どんどん嫌な妄想が頭の中で広がっていく。

　それなら……と、気になったことを電話で悠希に直接聞いてみた。

『今日、何時に帰って来たの？　今日、誰と会ってた？　仕事が終わったらすぐに帰って来た？』

　私の発言に悠希は初め驚いていたけれど、だんだんと暗い声になってきて『仕事終わりに立て続けに質問されると、ちょっと辛い』と面倒くさそうに言われしまった。

　そんなふうに言われて、私、悠希のことを全然信用していないんだってことに気づいた。こんなの、ただ相手を疲れさせている面倒くさい女だ。

　それからもう何も問いただすことはせず、今までのように何気ない会話をして電話を終える。

　その後、メールでおやすみ、おはようの挨拶をするだけで、それ以外のやり取りをすることはなかった。

　不信感が募ったまま週末を迎えた私達。

　週末はいつも通り泊まりの予定をたて、日曜日のお昼から私は悠希の家に来ていた。

　いつも通り、明るく面倒な女にならないように……それを心がけて日中は過ごした。

　出かけた先も、ショッピングモールでお昼ご飯を食べて、それぞれ興味のあるものをウインドウショッピングして、日用品や夕ご飯の買い出しをする。

　スーパーのかごを持ってくれた悠希は、今日一日、機嫌もよくて元気もあった。

　その姿を見てホッとした。疲れた身体で出かけるのも悪いと思っていたから、悠希も楽しんでくれたみたいでよかった。

「今日の夕飯、何にするんだ？」

　かごの中に入っている食材を見て、ワクワクしている彼を見て自然と笑顔になる。

「今日は冷やし中華にしようかなと思って。毎日、暑いからさっぱりしたものが食べたいでしょ」

「やった。実は食いたいなって思っていたんだよな。以心伝心しているな、俺達」

「フフッ、何それ」

　作るのは私なのに調子のいいことをいう悠希を見て、自然と笑ってしまう。

　こんな日曜日、いつぶりだろう。

　ずっと明るい悠希が本当に珍しくて、嬉しくて私も浮かれてしまう。

「あと、餃子も食いたい」

「さっぱりしたものが食べたいんじゃなかったの？」

「スタミナをつけないと、体力が持たないだろ。あっ、この餃子美味そう」

　悠希は『広告の品』とポップに書いてある餃子を手に持ち、かごの中に入れる。

　夏バテかぁ。たしかに最近は猛暑が続いているから、スタミナのつくものを食べないといけないかもしれない。

　それに、今日の夜までスタミナを維持するとか……そういう意味じゃないだろうし。

　こんなことばかり考えている私、本当にどうかしているな。欲求不満みたいだ。

　そんな自分が恥ずかしくなり、もう考えないようにして買い物の続きをした。




　それから私達は必要なものの買い物を終えて、悠希の家に帰って来た。

　一日外にいたから先にシャワーを浴び、そのあと夕飯の冷やし中華と餃子を作って、二人で食べた。

　悠希は日頃もお酒を飲むけれど、今日はお酒を飲む習慣がない私も缶チューハイを飲んだ。

　楽しい一日を過ごせたおかげか、いつも以上にいい気分だ。

　いい気持ちのままソファの背もたれに両腕を上げて、背伸びをする。

「もう眠い？」

　私の隣に座っている悠希が、とろんとした目つきで問いかけてきた。

　色気の混じった掠れた声を久しぶりに聞いたから、心臓が大きく跳ねる。

「ううん、まだ大丈夫」

「じゃあ……する？」

　目を見開いて驚いた。

　一瞬、何のことかわからなかったけれど、悠希の目線がベッドに向かい、腕を伸ばして肩を抱き、引き寄せられる。

　この流れは間違いなくエッチをしようというお誘いだ。

　まさか悠希からこんな言葉をかけてくれるなんて……！

　まだ求められていることに嬉々とした私は、表情筋が緩みまくってしまい、彼に思い切り抱き着いた。

「悠希から誘ってくれるなんて、久しぶりだね」

　そして浮かれた声でこんなことを言ってしまう。

　悠希はただ苦笑いをしていた。

「最近、あんまりゆっくりと琴葉の相手をしてなかったから、不安にさせていただろ。まあ、こんなことくらいでチャラになるとは思わないけど」

「ううん、嬉しい」

　私を求めてくれたことが何より嬉しくて、顔を彼の肩にこすりつけて甘えてしまう。

　そんな私を見て笑うと、悠希はあっさりと私を横抱きにしてベッドに連れて行ってくれた。

　悠希ったら本当に今日はどうしたんだろう。

　まるで倦怠期になる前に戻ったみたいに、頑張ってくれている。

　ベッドにゆっくりと私を降ろした彼は、私に覆いかぶさり、軽いキスをした。

　それから始まるキスの嵐に、息がうまくできなくて苦しくなる。

「んっ……ふあ」

　唇が重なる僅かな隙間から息をして呼吸を整えるけれど、悠希が追い打ちをかけるように次々と唇で身体全身に快楽を与えてきた。

　顔の輪郭に唇を滑らせたと思ったら首筋に舌を這わせ、鎖骨を舐める。

　柔らかい舌に舐められ、身体をぞくぞくさせていると、悠希が私のルームウェアと下着を一気に脱がせた。

　あっという間に一糸まとわぬ姿にされ、心の準備ができていないからさすがに恥ずかしくなり両手で隠そうとしたけれど、些細な私の抵抗なんかお構いなく、悠希は胸に顔を埋めてきた。

　両手で両胸を寄せられ、先端を交互に強めに吸われる。

　きつい快感に上半身が反ってしまい、シーツを両手でぎゅっと握ってしまう。

「ああっ！」

　喘ぎ声も我慢できなくて、小さな叫びとなって寝室に響いた。

　私の反応を見て、悠希は強めに吸いながら、舌先を使って小刻みに舐める行為を繰り返す。

　ビリビリする快感に、甘い疼きが止まらない。

　下半身も全身に襲ってくる快楽をどうにか逃がそうと暴れるけれど、うまく発することができない。

　こんなに胸を攻められるのはいつぶりかな。いつもなら少し弄っただけですぐに終わるのに。

　こんな頑張ってくれるのは、後ろめたい何かがあるから？　それともさっき言った、私を不安にさせていたそのお詫び？

　ちゃんと考えたいけれど、くちゅくちゅと胸の先端を舌で弄る音が聞こえてきたら感情を煽られてしまい、冷静に考えることができない。

「んっ、あっ……。ゆう、き……」

　彼の名前を呼び、私の胸を鷲掴みにしている手に自分の手を添える。

　胸の先端を舐めていた舌が私の指を順番に咥え、強めに吸う。

　そして恍惚として瞳で見上げられると、暑い吐息が零れた。

「指も身体もいい匂いがする」

「あっ……お風呂上がり……だからかな」

「最近、琴葉をちゃんと味わってなかったから、こういうのを忘れてたよ」

「やだ、味わうとかやめて」

　彼の変な言葉に、つい笑いがもれる。

　笑っている私を見て軽く笑うと、首筋に顔を埋めて舌を這わせた。

「今日はじっくりと味わうから」

「も、もう……」

　今日は久しぶりにしっかりと愛してくれるんだ。

　そんな期待と喜びが込みあがってきて、身体が疼く。

　なんてふしだらな身体なんだろうと思うけれど、純粋に悠希に求められることが嬉しくてたまらない。

　今すぐ一つになりたい気持ちでいっぱいだけど、ゆっくりと愛し合いたい気持ちもある。

　今日、悠希はどんなふうに私を愛してくれるのだろう。

　悠希は言ってくれたとおり、時間をかけて私の身体を弄り始めた。

　右手は胸からお臍、下腹部から茂みを辿り、披裂へと到着する。

　そして人差し指を鍵型に曲げると、秘部の中に侵入させた。

　私のそこはとっくに濡れそぼっていて、指が入っただけで水音がする。

　それだけでじんじんと熱くなる身体に悠希は指をゆっくりと抜き差しすると、左胸の先端を舌で転がし始めた。

　硬く尖った先端は少しの刺激でも敏感に反応し、また秘部の中を同時に攻められているからか、激しい快楽に簡単に襲われる。

　指先で膣壁を擦りあげ、愛液で濡れた指を抜いた秘部の上にある小さな粒を優しい力で小刻みに擦り始めた。

「ひっ！　やっ、そこ、だめ！」

　ひときわ強い快楽に襲われ、腰が上がってしまう。

　どの場所よりも敏感な場所をいきなり攻められ、比べ物にならない痺れが走る。

「だめ？　すごく濡れてきたけど」

「だって、そこは……！　んん……！」

　私はぎゅっと唇を噛みしめ、しごかれる快楽を我慢する。

　小さな粒はパンパンに膨らみ、存在を主張しているようで、悠希は親指で強めに擦り始め、人差し指でそこを弾く。

　繰り返される強い刺激に、限界はあっさり突破しそうだ。

「はあ……！　あっ、や、だあ……！」

　足の指先までびりびりとした電流が走り、じっとしていられなくてシーツをぐしゃぐしゃにしてしまう。

　悠希の指から逃げたくても、彼の左手が私のうなじを掴んでいて逃げられない。

「んんん……！」

　秘部の奥がぎゅうっとしまる。その瞬間、私の目の前が真っ白な世界になった。

「……イった？」

　肩で息をして、ぐったりしている私を悠希が覗き込んだ。

　その顔は少し疲労感に包まれていて、悠希も頑張ってくれていたんだとわかった。

「うん……。ありがとう……次は、悠希の番……だね」

「ああ……うん」

　私は微笑んでそう言ったけれど、悠希は浮かない顔をしている。

　えっ、どうして？　こういう時ってもっと男性って喜ぶものじゃないの？

　悠希だって昔は喜んでいたのに……。胸の中が嫌な予感でいっぱいになった。

　そして、悠希は申し訳なさそうに自身の下腹部を見つめる。

「……ごめん、頑張ったけどやっぱり、無理みたい」

「えっ、無理って……えっ？」

　不安が的中した。こういう時に最も存在を主張するはずのものが全くなくて、私は落胆とかなり大きなショックを受けてしまう。

　気が動転した私は、頭に浮かんだままの言葉を口にしてしまう。

「えっ……。えっと……これって……私じゃあもう反応しないってこと？」

　こんなこと質問してもショックを受けるだけなのに、私の勢いは止まらない。

「今まで雑に扱われることはあっても、こんなことなかったじゃない。私には飽きたってこと?!」

「そういうのじゃない。ただ、疲れているのもあると思うけど、慣れているせいか、反応が鈍くなっているのかもしれないってだけで……」

「なに、慣れているって。わ、私以外の人だったら、すぐに反応するってこと？」

「どうしてそんなふうに考えるんだよ。そんなこと言ってないだろ」

　私は起き上がり、タオルケットで前を隠して悠希に詰め寄る。

　あまりにもショックで、一気に悔しくて情けない感情に襲われ、今、半泣き状態だ。

　それでも勢いは止まらなくて、前のめりになって悠希を問い詰める。

「言ってるじゃない。私じゃダメなんでしょ。ゆ、悠希もやっぱり浮気とか……しているの？」

「はっ？　どうしてそんな話になるんだ？　琴葉、最近おかしいぞ」

　申し訳なさそうにしていた悠希の表情が一変した。

　怒りに変わり、とても不機嫌な表情になる。

「この前の電話も俺の一日のスケジュールを細かく聞きだしたり、誰と会っていたとか、今、何をしているとか、今までそこまで詳しく聞くことなんかなかったのに」

「だって……不安になって……」

　タオルケットを両手でギュッと持ち、彼の顔を真っ直ぐに見れなくて俯いてしまう。

　彼は盛大にため息をつくと胡坐姿になり、私を凝視した。

「俺、もしかして浮気を疑われている？」

「そ、それは……」

　単刀直入に聞かれ、言葉に詰まる私。こんなの、認めているようなものだ。

　それを理解したのか、悠希は天井を仰ぐとそのまま横になった。

「……本当にそんなこと思ってたのかよ。信じられねえ。俺ってそんなに信用なかったんだ」

「悠希……」

「もう、疲れたから寝る。おやすみ」

　私に背を向け、一切こちらを見ずに電気を消す。

　暗くなった寝室は、外から聞こえてくる車道を走る車のタイヤの音が聞こえてくるくらい静かになった。

　ああ……やってしまった、と思った。

　私はゆっくりとした動作で脱がされた服をかき集めて袖を通す。

　こんな時「そんなこと思うなよ。俺は琴葉だけだから」と一言言ってくれたら、安心できるのに……と、先に眠ってしまった彼の広い背中を見て思った。

　この人はそんな気遣いもしてくれないんだ。

　浮気を疑った私も悪いけれど、こんな人に今まで気を使い続けてきて、何やってるんだろう……。そんな思いが頭の中を支配する。

　悠希とは少し距離を置いた方がいいのかもしれない……。そんなことを考え始めていた。







第三章








　言い合いをしてよく眠れないまま朝を迎えた。

　悠希はまだ眠っていて起きる気配はない。

　私は、こんな状態のまま一日顔を合わせるのは辛くて、伝言も残さないまま悠希の部屋を出た。

　猛暑の今は早朝でも紫外線が強くて、肌が痛い。そして心も痛い……。

　今まで悠希と大きな喧嘩をしたことはあった。

　だけど、それは考え方の違いやほんの些細な出来事で起きた喧嘩で、相手を疑ったり身体の関係のことで喧嘩をしたことはなかった。

　お互い頭を冷やしたら仲直りできるかな……。

　また、恋人同士でいられるだろうか。

　そして、同じ温度で結婚へと歩みを進めることはできるかな……。

　そんな一抹の不安を感じながら、私は自分の家へと帰った。





＊＊＊＊＊






　それから、悠希と喧嘩をしてから一週間がたった。

　日曜日の今日、悠希は休みだ。それなのに、昨夜はメールもなく、電話もない。

　昨日だけでなく、喧嘩をして私が彼の家を出た日から連絡は一度もなかった。

　今日は早番で重い気持ちのまま開店準備をしていると、一緒に開店準備をしていた小林店長が声をかけてきた。

「中條さん、どうした？　最近、ずっと元気がないね」

　心配そうに私の様子をうかがってくれるのは小林店長だ。

　店長は私より三歳年上の独身で、清潔感のある容姿で優しい雰囲気が漂う人。

　物腰柔らかい対応で店長に接客を希望する常連客も多く、穏やかな笑顔のファンも多い。

　でも、クレームの客には毅然とした態度で対応するし、私達スタッフの気配りもできる頼りになる店長だ。

「あっ、大丈夫です！　すみません、売り場の雰囲気も悪くなりますよね！」

　店長の言葉に大げさなくらい明るく返すと、小林店長は気遣いの笑みを浮かべてくれる。

「いや、それはいいよ。中條さんは販売の時はすごく明るく接客してくれているから、全く問題ない。ただ、最近、販売をしている時以外の落ち込み具合のギャップがすごいから、どうしたのかなって心配していたんだ」

「すみません、あの、本当に大丈夫です」

　店長は一歩こちらに踏み出して、私の顔色を心配してくれる。

　さすが小林店長……。売り場ではなるべく落ち込んだ姿を見せないようにしていたのに、店長にはあっさりバレていたみたい。

「本当に？　俺でよかったら話を聞こうか？」

「いえ、それは……。すごくプライベートな話なので……」

　俯き、右手を上げて遠慮の意志を見せる。

　いつもの店長なら「何かあったらいつでも相談してね」という言葉をかけてくれるけれど、深く追求しない。

　だけど、今日の店長はいつもと違い、さらに私に近寄ってくる。

「売り場の従業員の愚痴を聞くのも店長の役目だよ。何か不満に思っていることがあるのなら、話してくれたら嬉しいな」

　店長の声は優しく穏やかだ。

　そして、最近ずっとすさんでいた心を癒してくれるみたいに、問いかけてくれる。

　ここのところ、男性から優しくされる機会が少なくなっていた私は、その問いかけにダメだと思いながらも、店長に甘えてしまった。

　この胸の内を誰かに聞いてもらいたかったんだ。

「じゃあ……少しだけ話を聞いてもらってもいいですか？」

　小声でそう言った私に、店長は満面の笑みを浮かべた。

　そして、私の肩に手を添える。

「もちろん。あっ、じゃあ今日、二人とも早番だから、仕事が終わったら飲みにでも行こうか」

「はい、ありがとうございます」

　職場の上司と飲みに行くくらい、いいよね。

　悠希だって会社の飲み会によく参加していて、日付が変わる時間に帰ることだってあるくらいだし。

　そう思うようにして、小林店長のお誘いに笑顔で答えた。

「中條さんとは一度、二人きりで話してみたかったんだよね。ほら、中條さんって彼氏がいるから、大勢いる職場の飲み会にしか顔を出さないだろ」

「あっ、そうですね」

　私は悠希に誤解されないため、大学時代も異性がいる飲み会は大勢の人が集まる場所にしか参加しなかった。

　それも一次会で帰り、連絡先も必要性を感じなければ交換しない。

　それも全部、悠希が大事だからだ。店長はそのことを言っていて、今は嬉々とした表情をしている。

「下心があるとか思わないでほしいんだけど、店長としてはスタッフとコミュニケーションをちゃんと取りたいから、ゆっくり話したいなと思っていたんだ」

　店長は気恥ずかしそうにそう言いながら後頭部をかき、そう言った。

　私は店長を男性として意識したことがなかったから、そんなふうに言われて焦ってしまう。

「そんな！　店長に対して下心がある人とか、そんなことを思ったことがないです。いつも申し訳ないくらい気を使ってもらってますので……。感謝してます」

「そう？　それならよかった。じゃあ、今日のご飯もリラックスして行こう。楽しみにしているよ」

「はい！　私もです！」

　そんな会話を交わして、開店準備に戻る私達。悠希に対して罪悪感がないと言えば嘘になる。

　だけど、一週間も放置されて不信感が募っている私は、この気持ちを誰かに聞いてほしかった。

　一瞬、香子を誘おうかと思ったけれど、彼女は今日休みを取っていて、趣味のソロキャンプに出かけている。

　さすがにソロキャンプに行っている人を飲みに誘うわけにはいかず、やはりここは二人で出かけるのがいいのだろうと思い、覚悟を決めた。




　休憩時間も店長とメールでやり取りをしていて、行きたいお店はないか、食べたいものはないかという内容を送り合った。

　悠希や女友達以外の人とこんなやり取りをするのは新鮮で、だけどやっぱり複雑だ。

　こんなことはもうこれっきりにしよう。

　店長には頼りになる上司という意識しかないけれど、やはり後ろめたい感情を抱いてしまう。

　場所は職場から離れた方がいいだろうということで、百貨店から二駅離れた店長おすすめの創作居酒屋に決まった。

　居酒屋の最寄り駅で待ち合わせて、そのまま飲みに行くことになり、早番の仕事が終わったら更衣室で簡単にメイク直しをして電車に乗った。

　店長も同じ電車に乗っているらしく、違う車両にいるという。

　電車を降りてホームから歩き、改札を出ると、先に改札を出ていた小林店長が待っていた。

「同じ電車だったね」

「そうでしたね」

「なんか秘密の密会って感じでドキドキしたね。久しぶりだよ、こういうの」

　少年のような無邪気な笑顔でそんなことを言われ、一瞬心臓がドキッとした。

　悠希以外の人にこんな感情を抱くなんて……。

　私はときめいた感情をもみ消すように頭を振ると「行きましょうか」と平静に声をかけた。

　駅から徒歩五分ほどの場所にある創作居酒屋は、カウンター五席にテーブル席が三つ、そして奥二部屋が個室になっているお店だ。

　白とグレーを基調とする落ち着いた内装で、大人の雰囲気が漂う。

　悠希といつも行くお店はチェーン店の居酒屋か流行りのお店ばかりだから、なんだかこんな大人っぽいお店の雰囲気に緊張してきた。

　店長は通い慣れているらしく、そばにいるスタッフに気軽に声をかける。

「すみません、予約していた小林です」

「お待ちしておりました。こちらにどうぞ」

　スタッフが丁寧に手を差し出して案内してくれる。

　店長は個室を予約してくれ、私達は店内奥の個室に通された。

「中條さん、お酒はあまり飲めないよね。無理して飲まなくていいからね。ここは料理がすごくおいしいから、料理を楽しんで」

「すみません、ありがとうございます」

　小林店長は私がお酒を飲めないことを覚えていて、料理を楽しんでほしいとたくさんの創作料理が載っているメニューを見せてくれた。

　店長はわりとお酒が飲める口だと聞いたことがあり、ドリンクメニューを見て、何を飲もうか見ている。

　私は言葉に甘えて、おすすめのメニューにあった丸ごと椎茸のチーズグラタンと旬の野菜とエビの生春巻き、そしてウーロン茶を選び、注文をする。

　店長も生ビールといくつかおつまみを頼み、ドリンクがきたところで乾杯をした。

「今日もお疲れ様でした」

「お疲れ様でした」

　お互いのグラスが重なり、乾杯の音がしてウーロン茶を一口飲む。

　鞄の中からちらりと見えたスマホのホーム画面は、香子からのメールやＤＭばかりで悠希からの連絡はない。

　悠希は今日休日だから、もしかしたら何か連絡はあるかも……と思っていたけれど、どうやらそれは淡い期待に終わったみたいだ。

「彼氏？」

「えっ！」

「いや、スマホを見た一瞬で笑顔がなくなったから、彼氏と喧嘩でもしたのかなって」

　私の行動は小林店長にはまるわかりだったみたい。

　図星だった私の顔は熱くなり、きっと顔は真っ赤だろう。

「プライベートな悩み事って彼氏のことであってる？」

　首を傾けて店長はそう言う。

　私はここまで来て誤魔化すのは苦しいと思い、素直に頷いた。

「はい……。あの、ずっとつき合っている彼氏がいるのですが……」

「うん、知っているよ。林さんから、中條さんは高校時代から付き合っている彼氏がいるって聞かされていたからね」

　香子ったら小林店長にそんな話をしていたんだ。

　私は自分からあまりプライベートな話はしないタイプだ。

　仕事場にプライベートを持ち込むのはタブーだと思っているから。

　でも、こんな時は知ってもらっていて安堵している。

　仕事と恋愛を割り切るのは、やはり難しいと身をもって知ってしまったから。

　それに信頼できる小林店長だから、相談してみようと思えたのだ。

「でも、その話はご飯を食べた後にしようか。人間って空腹の時はカリカリしやすいから、冷静に話もできないものだしね」

　店長にそう言われ、納得した私は注文した料理が並んでから、ひとまずお腹を満たした。

　小林店長も生ビールを飲み干したらハイボールを二杯も飲んでいたけれど、全く酔った素振りを見せないのは、お酒に強い証拠だ。

　悠希なら二杯飲んだだけで顔が真っ赤になり、ほろ酔い状態になる。

　こうしてみると、小林店長って悠希と何もかもが正反対の人だなあと感じる。

　容姿も男らしい悠希と穏やかな小林店長は全然違うし、話し方も悠希は明るくハキハキとした口調だけど、店長はおっとりして口調も優しい。

　同じ男性なのに、こうも違うものなんだなと少し興味が湧いてしまった。

「じゃあ、お腹もいっぱいになってきたところだし、ゆっくりとお話をしようか」

　店長は持っていたグラスをコースターに置き、両肘を組んでテーブルに乗せ少し私の方に前かがみになる。

　私は持っていたお箸をテーブルに置き、正座に座り直した。

「すみません、私なんかの話につき合ってもらって……」

「私なんか、じゃないよ。中條さんは大事なスタッフだ。スタッフが悩んでいるのなら、力になるのが上司の俺の役目だよ」

「店長……」

　店長はにこやかに微笑み、話しやすい雰囲気を作ってくれる。

　私はもうその雰囲気に甘えて、気づいたら口を開いて自分の悩みを語り始めていた。

「その……彼氏とのことなんですが……。もう随分と前からうまくいってなくて……。俗に言う倦怠期ってものだと思うんです。だから、なにかきっかけがあれば、また元に戻れるんじゃないかなって期待しているんですけど……」

　私がそう言うと、小林店長は前のめりになっていた身体を椅子の背もたれに預け、腕を組んで斜め上を見つめる。

「たしか中條さんと彼氏さんって付き合って長いよね。もう十年以上だった？　もう新婚さんより一緒にいる時間は長いよね」

「彼とは高校の部活が一緒で、それからずっと一緒にいるんです。だから、そばにいることが当たり前になっていて……。でも、私はそれを苦痛だと思っていないんです。ただ、これからもこのままの状態で変わらないのかなって。結婚とか……どうするんだろうって……」

　水滴でびっしょりになっているグラスを両手で持ち、グラスを虚ろな目で睦める。

　口に出すと悩みはずっと重く私にのしかかり、気持ちはますます落ちていった。

　そんな私を見て、店長はまた前のめりになって私を真っ直ぐ見つめる。

「……彼氏からは何も言われないの？」

「……はい、残念ながら。それで焦って、彼に浮気をしてるんじゃないかって疑うような発言をしてしまって」

「ああ、それで彼氏を怒らせた？」

「はい、信用してないんだろって言われちゃって」

　ハハッと情けなく笑うと、小林店長も苦い顔をして微笑を浮かべている。

　こんな話を聞いても、店長もどうしようもないだろうなって思う。

　だけど、迷惑そうな顔をしないでただ聞いてくれることが本当にありがたかった。

　そして温かく、優しい表情になって口を開く。

「でも、それって彼氏さんが中條さんを不安にさせるような態度だったから、キミはそんなことを思ってしまったんだろ？　それは彼氏の怠慢だよ。いつでも中條さんがそばにいてくれるっていう怠慢から、今みたいな倦怠期になっているんだから」

「それ、は……」

　思いもよらない店長の言葉に、返す言葉に詰まってしまう。

　今の状態を悠希だけのせいにしたくないけど、どこかで自分が思っていたことを言い当てられた気がして、冷や汗がどっと出た。

　さらに小林店長は、腕を伸ばしてきてグラスを握っていた私の手に自分の手を添える。

「俺なら、そんな思いはさせないよ。不安にさせない。ずっと望む言葉をかけ続けるって誓える」

「……えっ？」

　一瞬、店長の言った言葉を理解できなかった。

　だって「俺なら、そんな思いはさせない」って言った？

　いったい、どういう心理でそんなことを言ったのだろう。

　すぐに頭の中では理解できなくて、一言言葉を返すだけで精一杯だ。

　そんな私に、店長はさらに片方の手を伸ばしてきて両手で持っていたグラスごと包まれる。

「ごめん、下心がないなんて嘘だよ」

「店長？」

「ずっと前から、下心があってキミを今日誘った。二人きりで会いたいってずっと思ってた」

　私の手を握る店長の手に力が入る。

　そして、小林店長の頬もだんだんと赤くなっていく。

　これはお酒のせいじゃなくて、自分の気持ちを語ってこんな顔をしているのだとしたら……。

　私は店長の顔を直視できなくて、咄嗟に俯いてしまった。

「彼氏とうまくいっていないのなら、俺と付き合うってことを考えてみてくれないかな」

　俯いている私に、店長の声が聞こえてくる。

　それも予想していなかった言葉だ。

「中條さんは彼氏一筋だから気づいていなかったかもしれないけど、俺、ずっと中條さんのことが好きだったんだ。もちろん、スタッフとしてじゃなく、一人の女性として」

　心臓がバクバクとうるさい。

　どうして、こんなことになっているの……！

「もし、今の彼と未来がないお付き合いをしているのなら、俺と付き合う可能性も考えてみてくれないかな？」

「店長……」

「返事は急がないよ。今まで待てたんだ。いつまでも待ってる」

　店長の手がゆっくりと離れていく。

　彼が完全に離れたのを見計らって、私は顔を上げた。

　すると、はにかんだ笑顔で私を見つめる店長がいる。

　私、本当にこの人に告白されたの？

　男の人に告白されたのは人生で二回目だ。それがまさか、小林店長だなんて。

「そろそろ帰ろうか。あまり遅くなると彼氏も心配するだろう？」

　こんな状況でこんな気遣いをされると、心が痛くなる。

　私は何も言えないまま、ただ頷くことしかできなかった。




　それから、うまく店長と会話ができなくなった私を気遣い、飲み会はすぐに解散になった。

　私は住んでいるマンションの最寄駅まで小林店長に送ってもらった。

　まだ心臓がドキドキしている。

　まさか、小林店長から告白されるなんていまだに信じられない。

　いつから……思っていてくれたんだろう。

　小林店長は「今まで待てたんだ。いつまでも待ってる」と言ってくれたから、それなりに年月は経っているのだと思う。

　私なんかのどこがよかったんだろう。

　恋人である悠希から、今は女として接してくれることがほとんどないような色気のない女なのに。

　でも……断らなきゃいけないよね。私は悠希の彼女なんだから。

　一人暮らしをしているマンションに着き、鍵を解錠して部屋に入る。

　玄関のライトをつけると鞄の中からスマホの着信音が聞こえてきた。

　誰だろう……。

　無事に帰ったことを確認してきた小林店長かな？

　そう思い鞄の中からスマホを取り出すと、着信名には悠希の文字がスマホのデイスプレイに浮かんでいる！

　悠希から電話だ。

　まさかこんな時に電話をしてくるなんて……。

　小林店長と二人きりで飲みに行ってしまった後ろめたさを抱えたまま、私は震える指で通話をタップした。

「もしもし……」

『琴葉？　今、もう家？』

「うん、そうだけど。どうしたの？」

　悠希の声がいつもよりも大きく、とても明るい。

　それに外野がうるさくていろんな人の声が混じっている。

　これは外から電話をしてきているのだろうか。

　私はうるささに眉をしかめながら、悠希の言葉を待った。

『あのさ、来週の土曜日、出かけようって言ってただろ』

「うん、一緒に買い物に行こうって言ってたね」

『悪い。会えなくなった』

「えっ、どうして？」

　喧嘩をする前、土曜日は大型のショッピングセンターに行って、一緒に買い物をしようと約束してた。

　私の部屋に収納棚がほしいから家具を購入した後、組み立てを手伝ってほしかったからだ。

　それなのにいきなりダメだなんて言われてショックが大きく、怒った口調になってしまう。

　だけど、悠希は全然申し訳ない気持ちになんかなってないことが声でわかる。

『それがさ、会社のバーベキュー大会の予定が入ったんだよ。今、会社の子たちと飲みに来てるんだけど、話が盛り上がって、このメンバーでバーベキューしようってなって』

　向こうで『すみませ～ん！　彼氏、借りまーす！』と陽気な女の人の声が聞こえてくる。女性もいるんだ、という現状に一気に嫉妬の感情が沸き起こってきた。

「今日も連絡ないなと思っていたら……会社の人たちと飲んでいたの？」

『ああ、言ってなかったっけ？　悪い、連絡待ってた？』

　あっけらかんとした態度に、いら立ちが募る。

　そして、今まで我慢していたものがプツンと途切れた。

　気が付いたら、私は頭で考えるよりも先に口が動いていた。

「どうしてそうなの？　どうしていつも私から連絡しなきゃいけないの？　どうして悠希はいつもいつも受け身なのよ……！」

『なんだよ、いきなりどうした？』

　普段の私ならこんなことは言わない。

　ちょっとした不満は言うかもしれないけど、一方的に捲し立てることはしないから、悠希も戸惑っていた。

　だけど、慌てる悠希の声を聞いても、私の口は止まらなかった。

「この一週間、連絡がなかったことを気にしていた私が馬鹿みたい！　悠希は私がこの一週間、何をしていたか気にならないの？」

『別に気にすることもないだろ。だって、仕事に行って家に帰るだけじゃん』

「違うよ……」

『琴葉？』

　どうしてこんなことしか言えないのだろう。

　どうしてそんなに危機感がないのだろう。

　私は二人の将来をずっと不安に思っていて、このまま悠希とどうなるのか心配で、愛されているのかわからなくて怖くてたまらない日々を送っているのに、この人はどうしてここまで呑気でいられるのだろう。

　私の散り積もった感情が爆発した。

　怒りは涙に変わり、ぼろぼろと大粒の涙が流れてくる。

　そして、悠希にもっと現実を見てほしくて、私は今日起こった出来事を話し始める。

「私、さっき職場の人に告白された」

『えっ？』

「飲みに誘われて、そこで告白されたの。私でも告白してくれる人がいるんだよ。好きになってくれる人がいるんだよ」

『おい、いきなり何の話だよ。その……そんな嘘をつくくらい、連絡しなかったことを怒っているのか？』

「ちがう！　馬鹿！」

　スマホを片手に持ちながら、自分の髪を手でぐしゃぐしゃにしてしまう。

　私の言っていることを嘘という一言で片づけられて、もういら立ちが止まらなかった。

『だって告白って……。今までそんなこと一度もなかっただろ、それが何で今さら……』

「その人は、ずっと前から私のことを思ってくれていたって言ってくれたの。ずっと好きだったって……。私のことを見てくれている人はすぐそばにいたの。悠希にとっては付き合いの長い慣れた女かもしれないけど、こんな私でもいいって言ってくれる人はいるの！」

『ちょっと待てよ。お前、どうするんだよ』

　やっと本当だとわかってくれたのか、悠希の慌てる声が聞こえてくる。

　遠くの方で『どうしたー？　痴話喧嘩か？』と酔っ払い独特の間延びした声が聞こえてきて、それが余計に私をイライラさせた。

「……今の悠希とは将来を考えられない。だから……ちょっと考えてみる」

『えっ……』

「距離を置きたい。じゃあ、バーベキュー楽しんできて」

『琴葉……！』

　悠希が私を呼ぶ声が聞こえてきたけど、そのまま強引に通話を終わらせた。

　しばらくたって二度、悠希から電話はかかってきたけれど、もちろんスルーだ。

　もし、今家にやってきても絶対に入れてやらない。

　話もしないし、顔も見たくない。

　それくらい、悠希との恋愛は嫌になった。




　……そう、感じたはずだった。

　電話をしてから三日が経った。

　その間、スマホを何度もチェックしてしまう自分がいる。

　でも、悠希はメールも電話もしてくれない。会いにさえ来てくれない。

　自分から言い出したのに、本当に距離を置かれたのだと理解すると、どうしようもない寂しさと恐怖心が生まれてきた。

　本心は、今すぐにでも会いに来てほしい。

　家でも職場でも駅でもどこでもいい。

　会いたい。顔が見たい。声が聞きたい。

　だけど、悠希は行動に移してくれない。

　本当に……このままダメになっちゃうのかな……。

　職場では無理やり笑顔を振りまくけれど、いったん仕事が終われば果てしない虚無感を感じ、神経をすり減らす時間を過ごしていた。







第四章








　スマホの画面をチェックする癖がついたのはいつごろからだろう。

　これが愛しい琴葉の連絡を待つ癖なら、どれだけよかったか。

　仕事が終わった後、休日にスマホを見てしまうのは、俺を敵対視している上司から日にちや時間など関係なくメールが送られてくるからだ。

　そのどれもが今、確認しなければいけない案件などではなく、備品の補充をしておけ、退勤の挨拶がなっていない、業務連絡も報告したはずなのに、できていないなどの言いがかりだ。

　さらに、俺は残業までして仕事に励んでいるはずなのに、職務怠慢を上層部から報告会のたびに訴えられている。会社はお前を必要としていない、さっさと会社を辞めろ……など、上げたらきりがない。

　だけど、これを言っているのは俺に嫌がらせをする上司とその取り巻きで、俺に嫌悪感を抱いている先輩以外は全く信じておらず、俺の頑張りを見てくれている同僚は、三日前のように飲み会を開いて元気づけてくれている。

　仲間がいるから、今の会社で頑張れているようなものだ。

　だから、俺は仲間に頭が上がらず、困った時は必ず力になろうと決意している。

　だが、この環境のせいで琴葉のことをないがしろにしてしまっている。

　それならば、琴葉に現状を全て話せばいいことだ。

　きっと、琴葉なら理解してくれ、支えてくれるはず。

　でも、高校時代から水泳部でもエースで勉強面でもトップクラスだった俺は、彼女には強気な一面ばかり見せてきた。

　琴葉にはかっこいい俺でいたい、頼られる存在でいたいから、弱音なんか一切はかなかった。

　だから、社会に出た途端、上司たちの悪意に負けて弱っている俺を見せるなんて、とてもじゃないが弱さをさらけ出すなんてできない。

　こんなもの、くだらないプライドだってことはわかってる。

　きっと、琴葉の性格なら「早く言ってくれればよかったのに」と言ってくれるかもしれない。

　だけど、結婚まで考えている彼女に、会社でうまくやれていない男の一面を見せることにどうしても抵抗があった。

　そんな自分を隠すため、彼女にいいところを見せようとして、この前の連休は俺なりに頑張った。

　琴葉が泊まりに来ている間は嫌な思いをさせないように、付き合ったばかりの頃を思い出して楽しもうとした。

　だけど、明日からまた仕事だという考えがよぎると、途端に全ての機能が停止してしまう。

　しかも、最後までできないとか、いくら精神的に弱っていたとしても男として最低だった。

　できなかった要因として浮気を疑われたのもショックだった。

　だけど、原因はそれだけじゃない。機能しない原因はもっと他にある。

　そう言えばいいのに売り言葉に買い言葉で、最悪の雰囲気となってしまった。

　琴葉が出て行ったあと、言い合ったことを思い出しても後悔と落胆のため息しか出てこなかった。

　こんな状態で、どんなメールや電話をしたらいいんだ……。

　琴葉の機嫌を直し、許してもらえるいい方法は、弱っている精神状態からは何も出てこなかった。

　さらにスマホを見れば、上司たちから悪意に満ちたメールが大量にやってくる。

　だから、必要以上にスマホを見ないよう、俺は逃げてしまった。

　弱っていた俺を見かねて同僚が飲みに誘ってくれ、さらにバーベキュー大会をしようと言ってくれて酔った勢いで琴葉に電話をした時、何事もなかったように話を始めてしまった。

　それが彼女の怒りに触れたのだろう。そして、想像もしていなかった出来事が起こっていた。

『飲みに誘われて、そこで告白されたの。私でも告白してくれる人がいるんだよ。好きになってくれる人がいるんだよ』

　そう言われ、頭が真っ白になった。嘘だろ……。こんなの、俺の気を引く嘘だと言ってくれ。

　そう願ったけれど、琴葉の口調からこれは本当のことらしく、彼女は職場の人間に告白されたらしい。

　百貨店勤務だから女性ばかりの職場だろうと思って、ずっと油断と安心をしていた。

　でも、完全に女性ばかりの職場ではないし、琴葉は人当たりも良く気遣いもできる人だから、好かれることも多いだろう。

　だから、いい寄ってくる男がいてもおかしくない。

「はあ……」

　もう誰もいない会社のデスクでうつ伏せになり、盛大にため息をはく。

　いくつもの新規事業のチームリーダーを兼任している俺は、各報告書の全てのチェックを終えるまで家に帰ることはできない。

　しかも、これは上司の仕事の分も含まれていて、俺の仕事ではないものもある。

　よほど、俺が煙たいのだろう。仕事が辛いのなら辞めろと何度も言われたこともある。

　だけど、任された案件を放置して辞めるなんてこと絶対にしたくない。

　だけど、人間だからモチベーションを保つには限界がある。

「はあ……。会いたい」

　気づいたら、自然と言葉に出していた。

　琴葉に会いたい。

　顔を見てホッとしたい。

　声を聞いて癒されたい。

　でも、今、琴葉が一番会いたくない人間は俺だろう。そう思うと、ますます連絡を取ることから逃げてしまう。

「このままじゃいけないよな」

　どうにかして昔の二人に戻りたいけれど、こんな自信のないままの俺じゃあ迎えに行っても絶対に心を許してくれないだろう。

　どうしたらもっと自分に自信を持てるだろうか。

　彼女を幸せにすることができるだろうか。

　問題がまた一つ増えた。そして、俺の大きなため息がまた一つ零れた。
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　それから、琴葉と最後の電話をしてからさらに日にちがたってしまった。

　俺は今、会社の人たちとバーベキューに来ている。

　琴葉とのことを最優先にしなければいけないとわかってはいるけれど、今日のバーベキューは前回の飲み会同様、俺の気分転換になればという話で開催されたものだ。

　メンバーは男四人と女三人。

　みんな日ごろから仲良くしていて、信頼できる仲間ばかり。

　だけど、琴葉からすれば異性を交えたバーベキューに行っているなんて、絶対にいい気はしないだろうな。

　俺が俺の知らないところで男と二人きりで飲みに行った時に感じた嫉妬と同じくらい、彼女も嫉妬心を抱くかもしれない。

　それとも、もうどうでもいいと思われているだろうか……。

「渡部君、食べてる？　せっかくバーベキューに来ているんだから、食べないと損だよー！」

　トングを持ち、俺の背中をポンっと叩いてきたのは、一年先輩の小こ山やま美り香かだ。

　性格はめちゃくちゃ明るくて声も大きく、背は小柄だけど派手な顔立ちと露出の多い服が好きなのか、よく着ているのを見かける。

　会社でもムードメーカーで、小山さんがいれば場の雰囲気は明るくなると言われているくらいだ。

　小山さんはまた暗くなっている俺に気づいたのか「これも食べよ、これも焼けてるよ」と肉やら野菜やら紙皿に乗せてくる。

　もとから世話好きなのだろうが、小山さんは特に俺の面倒をよく見たがる傾向にある。

　しかし、俺が上司や先輩たちから嫌がらせを受けている原因にもなったのが、この小山さんだ。

　上司や先輩たちのお気に入りの彼女が、俺を贔屓するようになりだしてから俺の周りの環境がおかしくなり始めた。

　あまり深く考えない性格なのか、小山さんは場の空気を読まず、まず俺のことを優先しようとする。

　まるで小学生のような理由だが、お気に入りの女の子を入社してきた新人の俺に取られたのが気に入らなかったのだろう。

　上司やその取り巻き達は、目くじらを立てて俺を陥れようとし始めた。

　そして、疲弊した俺にまた小山さんが世話をして、また陰湿ないじめが始まる。

　ずっとその繰り返しだ。

　でも、職場の先輩で後輩の俺の面倒を見てくれている以上、邪険にはできない。だから、今まで我慢するしかなかった。

「んっ？　どうしたの？　お肉嫌いだっけ？」

「いや、好きです。ありがとうございます、食べますね」

「どんどん食べてね。それで体力をつけて、今夜は遅くまで遊ぼうよ！」

「ははっ……」

　元気な人だな……と考えていると、メンバーの一人が「写真を撮りまーす！」と言って、スマホを向けてくる。

　全員が集まり、小山さんは俺にぴったりと寄り添うようにくっついてきた。

　大きさを主張する胸が俺の腕に当たり、目を見開く。

　これはダメだと思い離れようとしたけれど、彼女に腕を強く掴まえられてしまい、離れられなかった。

「フフッ。写真、撮ろうよ」

　にこっと笑いこちらを見上げる顔は、まるで小悪魔だと思った。

　俺は腕に当たるものを空気だと考えるようにして、頭の中を真っ白にさせる。

　撮られた写真はメッセージアプリのグループに送られてきた。

　その写真を見て、同期の大おお前まえが心配した口調で俺に声をかける。

「渡部、随分と疲れた顔をしてるな。実際の年よりずっと老けて見えるぞ。大丈夫か？」

「あっ、ああ……」

　大前の言う通りだと思った。

　写真に写っている今の俺はなんて情けない顔をしているのだろう。

　想像以上に覇気のない自分を見て、ショックを受けた。

　自分で気づくくらいなんだ。

　こんな俺をずっとそばで見ていた琴葉は、もっと嫌な気持ちになっていたと思う。

「そんなことないよ！　渡部君はイケメン！　みんなもそう言ってるんだから！」

　小山さんがフォローしてくれるけど、写真の俺は誰がどう見ても疲れ切った顔の男だ。

　こんな俺を琴葉はいつも見ていて、幻滅していたはず。

　それでも、支えてくれていた。

　自分も大変なはずなのに俺の気持ちを優先して、自分の感情を押し殺してくれていた。

　俺は、そんな彼女にずっと甘えていたんだ。

　仕事が辛い、人間関係がきつい、上司が認めてくれない俺は誰よりも疲れている。

　だから、わがままを言ってもしょうがないって。

　このままじゃ琴葉のことを好きだと言った男に、彼女を取られてしまうかもしれない。

　だってずっと現実から逃げて琴葉のことをずさんに扱ってしまっていた俺よりも、今の彼女を見初め、好意を寄せた男の方が今の琴葉を幸せにしてくれるはずだから。

　それが彼女にとっていいことだってわかってる、でも別れたくない。琴葉を誰にも渡したくないという、強い独占欲が止まらない。

「……このままじゃだめだ」

　もっと強くなって、彼女にもう一度振り向いてもらえる男にならなくては……。

　自分の至らなさを仕方ないで済ませていたら、今までと同じだ。

　こんな情けない顔をしている俺は捨てて、上司からの理不尽な言い分は強く言い返し、自分の意見をハッキリ言える人間にならないと。

　情けない顔をした自分を残したくなくて写真を削除し、スマホをデニムのポケットに戻すと、小山さんがトングを箸に持ち替え、こちらに向ける。

「渡部君、はい、あーん」

　俺に肉を食べさせてくれようとしているのだろうけど、スキンシップが激しい小山さんは、こういうことも日常茶飯事だ。

　それを苦笑いで受け入れている俺も、今の状況を悪化させている要因になっていたのだと今さらながら気づいた。

「いや、もうこういうことはやめてください。自分のことは自分でできますから」

　強い口調にこそならなかったものの、こんなことを今まで小山さんに言ったことがなかったから目を見開いて驚かれた。

　周りのメンバーもいつも笑いながら受け入れている俺のこんな姿を見て、驚愕の表情だ。

　だけど、もうそんなことはどうでもいい。

　スマホにメッセージが届き、もしかしたら琴葉かもしれないと急いで取り出す。

　だけど、送信されてきたメッセージは、上司のいつものパワハラメールだった。

「ま、また森もり部長からメール？　大丈夫？」

　小山さんは戸惑いながらも俺に話しかけ、上司からくるメールはだいたいパワハラの内容だと知っているから、そんな言葉をかけてくれた。

「はい、大丈夫です。確認だけして必要があれば返信します」

「えっ、でもそんなことしたら……」

「今すぐ必要じゃないなら、明日の出勤時でも対応できますので」

　俺の発した言葉に、その場にいた誰もがさらに驚いたリアクションをしていた。

　メッセージの確認をすると、予想通り月曜日からでも全然間に合う業務の確認メールだ。

　それだけでなく、仕事が遅い、報連相の確認を怠る怠慢さを指摘する内容もズラリと並んでいる。

　業務確認よりもパワハラの内容の方が多いのも、いつものことだ。

　確認をして一応、【明日、報告します】と言う内容を返信する。

　もうこんなやり取りを何回繰り返しているだろう。

　うんざりしていたけれど、謝罪をせず一行のみの文で返したことで、ものすごくスッキリした。

　なんだ、勇気を出せばこんなに簡単なことだったんだ。

　こんな単純なことができずに、俺は五年間も苦労して、無理をしていたんだ。

　もう上司の暴言や先輩の嫌味に苦しまなくてもいい。

　そう思うと、今まで臆病になっていた自分が嘘みたいにいなくなり、自信を持てる気がしてきた。

「俺、バーベキューが終わったらすぐに帰りますね」

「えっ、遊んで帰らないの？」

「はい。会いに行かなきゃいけない彼女がいるんで」

　なんて単純な性格なんだろう。

　何も怖くなくなった今、琴葉に無性に会いたくなった。

　イライラしていた最低な俺じゃなく、少しでも変わった自分を見てほしくて琴葉に会いたい気持ちが強くなる。

　片づけは手伝いつつ、同僚達より早く帰る俺にみんなは「彼女と仲直りしろよ」と言ってくれる。

　小山さんだけはしぶとく俺の帰りを食い止めていたけれど「彼女に会いに行くんで」と言い続けていたら、渋々離れてくれた。

　駆け足で駐車場に戻り、車の中でスマホを取り出す。

　緊張で心臓が暴れる中、琴葉に電話をかけると自然と息が荒くなっていくのを感じた。

　まず、今までのことを謝ろう。

　そして、これから俺は変わっていくから、それをそばで見ていてほしい。

　絶対に琴葉にもう一度好きになってもらえるように頑張るから。

　だから、俺ともう一度付き合ってください。

　ちゃんと言えるだろうか。いや、言わなくてはいけないんだ。

　琴葉の心を取り戻さなければいけないのだから、彼女の心に届くくらいの言葉を言い、行動をしなければ今までのことは許されないだろう。

　絶対に幸せにする。琴葉と結婚したい……！

　今はその気持ちが頭一杯にある。

　何回かのコール音のあと、通話に切り替わった。

　琴葉の遠慮がちな『もしもし……』という声が聞こえてきて、俺は息を吸う。

「琴葉？　いきなり電話してごめん。今、いいか？」

『あっ、えっと……』

　声も小さく、うろたえていることがすぐにわかる。

　俺は耳を澄ませて彼女の声の向こう側にある音に集中すると、どうやらどこかの飲食店にいるのだということがわかった。

『ごめん……。今、会社の人たちとご飯を食べているの』

　俺の予想は当たったらしい。

　それならもしかしたら……と、嫌な予想を言葉にした。

「もしかして、この前言っていた上司も一緒？」

『一緒だけど、同僚の人の送別会だから』

　この時期に送別会？　まあ、個人的な理由で退職はよくあることだ。

　嘘をつかない琴葉だから、本当のことかもしれない。

「……そうか、わかった。あまり遅くなるなよ」

『悠希にそんなことを言われたくない』

　むっとした声で、琴葉が言い返してくる。

　それもそうだ。琴葉は今日、俺は会社の同僚達とバーベキューに行っていることを知っている。

　そんな俺が彼女の行動に口をはさむ権利はない。

「うん、ごめん。だけど、心配だから。俺はもう今から帰るから、琴葉も酒を飲みすぎるなよ。強くないんだから」

『えっ……あっ……う、うん……』

「じゃあ……また、電話する」

『……わかった』

　できるだけ優しい声で次の約束を取り付け、琴葉のことを心配する言葉も送ると、彼女も勢いをなくして戸惑っていた。

　琴葉のことを狙っている上司がいるのだから余裕があるなんて言えないけど、それでも醜い嫉妬はしない。

　それは彼女を信用しているからだ。

　変わっていく俺を見てくれたら、また気持ちが戻ってくれるかもしれない。

　だから、今の俺は目の前にある問題を片付けて、彼女を迎えに行く。

　それでも振られてしまったら……。簡単に諦めることなんてしたくないから、もっと出世してから、もう一度プロポーズをしてみようか。

　なんだか、すごくリアルな未来だな……。

　そう思えてしまう自分に苦笑いをした。





＊＊＊＊＊






　それから、二週間が経った。

　俺は職場では人が変わったように業務だけに集中するようにした。

　上司や先輩の嫌味は正論で返し、言葉ではなく仕事で結果を出す。

　だけど、そんな俺に上司だけは相変わらず嫌味を言ってくる。

「おい、渡部。まだ資料のまとめができていないのか？　本当に無能だな、お前は。こんな単純な作業もできないなら辞めてしまえ」

「資料ならもうできてます。先程、部長宛てにメールで送信しました」

「はっ？　それならそうとさっさと言え。連絡もろくにできないのか？」

　威圧的な言い方に、今までの俺なら咄嗟に「すみません」と謝っていただろう。

　だけど、もうそんな理不尽な言葉に屈しない。

　俺は椅子から立ち上がると、俺のデスクまでわざわざ嫌味を言いに来た部長の前に立ち、目を見てハッキリと口を開いた。

「いつでもチェックできるように、完成したら即メールで送れと言われていたので、指示通り動いたまでです。あと、違う案件の資料も完成しておりますのでチェックをお願いします」

「お、お前、馬鹿か。そんなに一気にチェックができるはずがないだろう。もう少し頭を使え！　容量の悪い奴だな」

　完璧に仕事を終わらせた俺に対して舌打ちをして、自分の無能さを俺のせいにする部長。俺はこんな口だけのやつに今までいいように言われていたのかと改めて感じると、今までどうしてこんな奴に屈していたのだろうと後悔し始めていた。

　乱暴に言葉を発するだけで、人を貶めようとする弱い人間だ。

　そんな奴に負けてたまるかと思い、強気な態度を貫く。

「これらの案件全て、休日にも関わらず部長から直々に指示をいただいていたので、僕は部長の指示通りに動いただけです。指示があったということは、部長はそれらの業務をこなせる余裕があるということですよね」

「なんだと？」

「そうして部下の粗探しばかりしている時間の余裕があるということですよね」

「お前……、誰に向かって口をきいている！」

　部長は顔を真っ赤にして手は思い切り握りこぶしを作って震えている。

　周りの社員も何事だとざわつき始めていた。

　でも、不思議と俺は全く怖くなかった。

「上司であるあなたです。僕はあなたの指示通りに全ての仕事をこなしました。部長も同じようにこなしてくれるのですよね？　もしそれが無理だと言うのなら、次からは部長が要領よく仕事を進められるだけの業務を僕に指示してください。それも無理だと言うのなら、僕が独断で動きます」

「ぐっ……」

　今まで言いたかったことを言いきってやった。

　その達成感はすさまじいもので、目に力も戻ってきた気がする。

　やっと昔の俺が戻って来た気がして、胸の中の高揚感を感じていた。背後から先輩社員の声が聞こえてきた。

「おい、渡部！　お前、誰に向かって言ってるんだ！　生意気だぞ！」

　肩を掴まれ、至近距離で睨まれる。

　だけど、もうなんとも感じなくなっていた。

「……先輩、気を付けた方がいいですよ。この部署でパワハラがあるという噂が広まってします。人事にもその噂は耳に入っているみたいで、そのうち抜き打ちで監査にくるとか言ってました」

「なっ……」

「僕、人事に同期がいるので、そういう情報はすぐに入ってくるんです。だから、いつごろに監査があるのか、情報をこっそりお知らせすることができますよ」

「ほ、本当か？」

「はい」

「な、なんだよ、お前……。そういう繋がりがあるのなら早く言えよ。今まで悪かったな」

　苦笑いをこぼす先輩たちは、こんな嘘も鵜呑みにして足早に自分のデスクへと戻っていく。

　部長もデスクに戻っていてそんな先輩社員たちを滑稽に思って眺めていると、俺をずっと心配していた同僚たちが笑顔を送ってくれた。

　ずっと心配して見守ってくれていた同僚たちに笑顔を返す。

　これで少しはマシな顔で琴葉に会いに行けるだろうか。

　暗く陰気な俺じゃなく、琴葉が好きでいてくれていた俺で会いに行きたい。

　椅子に座りながらそう思っていた時、俺の首に華奢な両腕が巻き付いてきた。

　強い香水の匂いでわかった。小山さんだ。

「ねえ、渡部くん。今日、飲みに行こうよ！」

「すみません、今日は早く帰りたいので」

　やっぱり小山さんだ。

　しかも、今のやり取りを見ていて飲みに誘うなんて、場の空気を読んでいないのが彼女らしい。

「そう言いながら、最近ずっと帰るのが早いじゃん。たまには前みたいにみんなで飲んで帰ろうよ！　最近、渡部の付き合いが悪いってみんな言ってるよ」

　この二週間、早く帰っている理由は自炊の練習をしているためだ。

　いつも琴葉が作っていてくれたから、もし、彼女とやり直せて俺の家に来てくれた時は、俺の作った料理を食べてもらおうと考えていたからだ。

　だから、小山さんとの時間を過ごす余裕はないのだけれど、同僚のことを持ち出されると心が揺れてしまう。

「みんな渡部くんがこないから寂しがっているんだよ。もちろん私もだけど」

　ちらっと同僚たちを見ると、みんな頷いている。

　そう言われてしまったら、断りづらくなってしまい、乾いた笑いをこぼした。

「じゃあ……ちょっとだけ」

「やったー！　嬉しい！」

「本当にちょっとだけですから」

　無邪気に喜んでいる小山さんに焦りを覚えながら、俺はスマホを確認する。

　今日も琴葉から連絡はない。

　今夜、彼女はどうしているのだろう。

　できれば会いに行きたかったけれど、それはまた後日になりそうだ。

　落胆のため息をつきながら、はしゃいでいる小山さんの声が聞こえてきて、耳を手で塞ぎたくなった。







第五章








　九月になっても猛暑は続き、まだうだるような暑さが続いていた。

　悠希と電話で喧嘩をしてから三週間が経った。

　その間、一度だけ悠希から電話があった。

　まさか悠希から電話がくるなんて想像もしていなくて、驚いて震えた指で通話を押したことをよく覚えている。

　実はこの日の昼間、小林店長から食事に誘われていて「二人きりというのが気になるのなら、お友達の林さんも一緒にどう？」と言われていた。「たまには隣の売り場の人ともコミュニケーションを取りたいしね」とも言われ、そこまで言われてしまったら邪険にできなくて、三人で食事をしていた時に悠希から電話がかかってきた。

　咄嗟に同僚の送別会と言ってしまったけど、悠希は私の反応を聞いて怪しんでいたと思う。

　でも、悠希だっていつも女性と同僚と一緒に飲みに行ったり、遊びに行ったりしている。

　だから、私だってこれくらい、いいじゃないと強気に出てしまい、心配してくれたのに『悠希にそんなことを言われたくない』なんて、可愛げのない言葉をぶつけてしまった。

　それから悠希からの電話やメールはなく、二週間が過ぎた。

　いったい私達はこれからどうなってしまうのだろう。

　十二年も付き合っていたのに、このまま自然消滅になってしまうのかな……。

　悠希ともうこのまま会えないのかもしれない……。

　私の青春の全てだった悠希がいなくなってしまう。

　そんなことを考えたら、悲しくて苦しくて仕方がない。

　私はそれくらい彼のことがまだ好きなんだ。

　でも、今、ここで悠希のことを許してしまったら、もとの関係に戻るだけだ。

　また同じことを繰り返してしまう。

　それじゃあ、二人とも成長できないし、幸せになれない。

　悠希に変化を望むのなら私も変わらなくちゃいけない。

　私は悠希と結婚したい。そして夫婦になって、生涯をともにしたい。

　夫婦とは支え合ってお互い成長していくものだと思う。

　私は、彼とそんな関係になってこの先の人生を一緒に歩みたい。

　だから、今は二人とも離れることが必要な時間なのだと……そう思うようにしている。

　でも、そう考えてみたものの、小林店長からの好意あるアプローチはずっと続いていて、正直後ろめたい思いはずっとあった。

　小林店長は、まだ私が悠希のことが好きだということは知っている。

　それをわかった上で私にアプローチをして二人で飲みに行こうと誘ってきたり、連絡もまめにしてくる。

　だけど、それが最近、強引さが増してきた。

　何度か誘いは断ったり、メールの返事もこまめに返したりしないようにしていたけど、小林店長はめげることなくアプローチを続けてくる。

　好意を向けられることは素直に嬉しい。

　悠希以外の人に、そんなふうに接してもらったのは初めてだったから。

　だけど、そろそろちゃんとお断りをしなければいけない。

　いつまでも、こんなことをしているわけにはいかないもの。

　私みたいな冴えない人間をずっと思っていてくれたことに、心の底から感謝をしている。だけど、やっぱり私は悠希が好きだ。

　彼の隣以外にいる自分を想像できないし、することも今までなかったくらい、悠希は私の人生に必要な存在だ。

　そう強く思えるようになった私。今日も早番で出勤をして開店準備をしていると、小林店長が出勤してきた。

　私はケースにかかっていたカバーを取りながら店長に挨拶をする。

「小林店長、おはようございます」

「おはよう、中條さん。昨夜送ったメールだけど、今晩のこと考えてくれた？」

　店長は挨拶もそこそこに、メールの返事を催促する。

　昨夜、送られてきたメールの内容は【今夜、飲みに行かないか？】というお誘いだ。

　しかも、今日は香子を誘わず、二人きりで行こうというものだった。

　でも、これはちょうどいい機会かもしれない。

　しっかりと断りの返事をして、私のことはもう諦めてもらうことを伝えよう。

「はい……あの、一時間くらいなら」

　私がそう言うと、店長は一気に雰囲気が明るくなり、嬉々とした表情をする。

「よかった！　じゃあ詳細はまたあとでメールで送るよ」

「はい、お願いします」

「嬉しいな。今から楽しみだ」

　なんて嬉しそうな顔をして言うのだろう。

　そんな店長を見て心苦しく思いながら、私は開店準備の続きを始めた。

　百貨店が開店して接客をしていても、頭の中はどういう流れで断ろうと、そればかり考えていた。

　だけど、考えていても店長の好意を断り、傷つけてしまうことに変わりはない。

　ただ、気持ちは本当に嬉しかった。それだけはきちんと伝えよう。

　そんな考えにたどり着いた時には、もう退勤する時間になっていた。

「お先に失礼します」

「はい、お疲れ様」

　小林店長ともう一人遅番のスタッフに挨拶をして売り場を出た。

　店長は今日オール勤務で、開店から閉店まで売り場にいる。

　だから、早番の私は小林店長より先に退勤する。

　かなり重い気持ちを持て余しながら、メールで指定された待ち合わせの時間まで時間を潰していた。




　そして待ち合わせ時間の夜の九時になり、送られてきたメールに記載されていたお店がある最寄り駅の改札で小林店長を待つ。

　この駅は悠希の会社がある駅で、彼を迎えに来るために何度も来たことがある。

　もし、悠希に会ったらどうしよう……。

　いや、この時間だともう帰宅している時間だ。だから、きっと会わないよね。

　だけど、少しハラハラしながら店長を待っていると、小走りで改札にやってくる小林店長の姿が見えた。

「ごめん、待たせたね」

「いえ、大丈夫です。お疲れ様です」

　私服に着替えた小林店長は、雰囲気がさらに若く見え、話しかけやすい印象になる。

　だから私も二人きりでも緊張しなくて、ゆったりとした気持ちになる。

　だけど、今日は違った。小林店長と二人で過ごす時間は今日で終わりにする。

　今日はもう二人で会わないと言ったら、できるだけ早く解散をするんだ。

　店長だって、振られた相手といつまでも一緒にいるのは辛いはず。

　はっきりと言わなくちゃと思うと、心臓が口から出そうなくらい緊張して大きな音が鳴っていた。

「お腹もすいたね。行こうか」

「はい」

　店長はそんな私に気づいていなくて、いつも通りの人当たりのいい笑顔を私に向ける。

　歩き出した店長の隣を歩き、店長が話題を振ってくれていても、緊張が勝っていてうまく答えられなかった。

　そして、徒歩十分ほど歩いたところにある創作居酒屋の店の前で小林店長の足が止まった。

　外観はポップな印象で若い人たちがとても入りやすそうな、明るい雰囲気がある。

　かしこまった空気がなくて、居心地がよさそうなお店だなと思った。

「今日、予約をした店はここなんだ。ネットで調べたら口コミですごく評判がよくってね。オフィス街も近いから、利用客も多いらしい」

「そ、そうなんですね」

　このお店から近くのオフィス街って悠希が働いている会社がある通りだ。

　まさか、悠希の会社の人たちとかいないよね……。

　私は今まで一度も面識がないから会ってもわからないだろうけど、もし悠希がいたら店長と二人きりで食事に行っているところを見られてしまう。

　でも、まさかそうタイミングよく会うわけがないだろう。

　多分……大丈夫だよね……。

　半信半疑な気持ちのまま、店に入っていく小林店長のあとを着いていく。

　店員が案内してくれたテーブルは、出入り口に近くて人の出入りが多い場所だった。

　ちょっと話しづらいかもしれないけれど、でも、店長ならどんな場所でも話を聞いてくれるだろう。

　そう思い直し、最初のドリンクのオーダーと、それから口コミで評判のよかった料理とお店のおすすめの料理をオーダーする。

　そんな時間を三十分くらい過ごしただろうか。

　オーダーした料理はどれも全部美味しいはずなのに、これからは二人でもう会わないこと、業務以外の連絡をしないことを言いたいのに、いつ言おうと焦りばかりが募り、料理の味はよくわからなかった。

　それでも新鮮なサラダのパプリカを口に運んで咀嚼していた時、小林店長が私を見て申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「そういえば中條さん、一時間くらいしかいられないって言ってたけど、今日用事でもあったのかな？」

　小林店長が腕時計で時間を確認しながら、そう言ってくれた。

　私は伝えるなら今しかない！　と思い、口を開く。

「店長……。今日は、その……お話があって……」

「……うん、なに？」

　少しの静寂があってから、店長の返事が聞こえてきた。

　その声は落胆しているような、気落ちしているような、そんな低い声だ。

　私はそれに気づいていたけれど、そのまま話を続ける。

「私……口下手でうまくその……言えないので、わかりにくいかと思うのですが……」

「いいよ、中條さんの伝えたい言葉で言ってくれたらいい」

　それでも小林店長は穏やかな口調で私の気持ちを尊重してくれる。

　こんないい人を傷つけてしまうのかと思うと、どうしても視線が下がり、感情が落ちてしまう。

　だけど、自分も勇気を出さなくちゃと息を吸い、顔を上げた。

「あの、店長には私、すごく感謝をしています。落ち込んでいた時もずっとフォローしてくれて、元気づけてくれて……私、店長がいなかったらきっとこんなに仕事を頑張れなかったと思います」

「そう思ってもらえて嬉しいよ」

「……これは本当に本心です。本当に、ありがとうございました。あの、でも……」

　店長のこと、一人の男性として見れないです……。そう口にしようとした時だった。

　店の奥から、出入り口に向かってくる一人のスーツの男性の姿が見えた。

　それだけなら特に気にすることもなかったのだけれど、その男性の佇まいがあまりにも悠希にそっくりで、私は口を開けたまま固まってしまった。

　そして、後ろからぴったりとくっついてくる女性の姿も見て、さらに目を丸くしてしまう。

「ねー、渡部君！　もう帰っちゃうのー？　もうちょっと飲もうよ！」

「いや、だから今日はすぐに帰るって言いましたよね。もう俺は失礼します」

「やだ！　帰さないー！」

　目でしっかりと確認できる位置まで二人が来た時に、その人たちの会話を聞いて、耳を疑ってしまう。

　姿も声も悠希にそっくりだ……。

　いや、そっくりとかじゃない。悠希本人だ！

「……悠希？」

　目の前に現れた悠希を見て、名前を呼んでしまう。

　悠希は私の声にすぐさま反応してくれて、私と小林店長がいるテーブルを見つけると、同じように目を丸くさせて驚き固まっていた。

「はっ？　琴葉？　どうしてこんなところに……」

　膠着してしまう私を見て小林店長が悠希の方を振り返り、悠希にくっついていた女性は彼の前に現れ、私を凝視してきた。

「えっ、渡部君、この人誰？」

「もしかしてこの人が中條さんの彼氏？」

　小林店長と女性が言い出したのはほぼ同時だったと思う。

　私と悠希はお互い焦ったけれど、悠希の方が私より冷静なのかもしれない。

　悠希は咳払いをすると、女性より前に出てきて小林店長を見て目配せをしてくる。

「この人がこの前言っていた人？」

　三週間ぶりに会った久しぶりの会話がこれだ。

　やっと会えた好きな人の声は、冷たい声だった。

　だけど、この現状を作ってしまったのは私。だから、心臓が重く鳴る音を耳にしながら、答えた。

「……そう……」

「二人きりで会っているってことは、いい関係に発展しているのか？」

「違う！」

　悠希の勘違いに思い切り立ち上がり、首を左右に振って否定をした。

　思い切り否定することで店長を傷つけてしまうかもしれないけれど、悠希に誤解をされることが一番怖かった。

　だけど、悠希は不機嫌な顔を露わにして私を見つめる。

「だって、恋心がわかっている相手と二人で食事をしているなんて、そういうつもりがお前にもあるってことだろ？」

「だから、違うって言ってるでしょ。今日はそんなつもりでいるわけじゃない」

「じゃあ、どういうつもりで二人でいるんだよ」

　誤解を解こうと反論してお互いヒートアップしてしまう私達。

　小林店長も立ち上がり、間に入ろうとしてくれたけれど、私が先に声を出した。

「え、偉そうに言うけれど、あなただって女性と二人でいるじゃない！　その人は誰？」

「ただの同僚だよ。会社の先輩」

「そ、そのわりに仲がよさそうだけど……」

　悠希の腕に自分の腕を絡ませて密着している女性を見て、私は下唇を噛んでしまう。

　私とは違い、煌びやかで華やかな雰囲気のその人は、ばつが悪そうな顔をして私と悠希、そして小林店長を見渡していた。

　その人の腕を無理やり引き離し、悠希は迷惑そうな重いため息をつく。

「だから、違うって。この人は酒が入ったら誰にでもこうなんだよ。それにもし、俺がこんなことを日常的にされていても、いつもちゃんと恋人がいるから迷惑ですって伝えている。そうですよね、先輩」

「えっ、えーっと……」

　恋人がいると伝えていると言われ、不覚にもときめいてしまった私。

　私の知らないところで、私という存在はどんなふうに言われているのか気にはなっていたけれど、深くは聞いたことがなかった。

　だから、ちゃんと恋人がいることを伝えていてくれたことが無性に嬉しくて、いら立ちが若干緩和された気がした。

　少しピリピリしていた雰囲気が落ち着いたところで、悠希はくっついている女性の方を向き、奥にある個室の方へ指をさす。

「今から彼女と話をするんで、もう戻ってもらえますか？」

「わ、わかったわよー」

　全く抑揚のない悠希の言葉に怯んだのか、女性はすぐに悠希から離れて奥へと戻っていった。

　そして、その場には私と悠希、そして小林店長の三人になり、店のスタッフから何かあったのかという視線を感じる。

　それを店長も感じたのか、苦笑いをこぼし、口を開く。

「……これ以上話をすると店に迷惑がかかるから、いったん出ようか」

　店長の言う通り、私達のただ事ではない雰囲気を察した店員が店長らしき人を呼んでおり、今にもこちらに来ようとしている。

　私も悠希もそのことに気づき、小林店長の言う通り、店を出ることにした。

　会計は小林店長が全て払おうとしてくれ、私が財布を出そうとすると悠希がそれを止め、私のぶんを払おうとする。

「琴葉は俺の恋人ですので、俺が彼女のぶんを払います」

　小林店長は悠希の勢いに負けて承諾して、悠希は私のぶんを支払ってくれ、そのあと、夏の夜の生ぬるい風を身体に感じながら三人で店を出る。

　周りの喧騒とは正反対で、全く会話のない状態で五分ほど歩いた場所で小さな公園を見つけ、小林店長が立ち止まった。

「ちょうどいい場所があったね。ここでさっきの話の続きをしようか」

　公園に入ると小林店長が、売り場でクレーム対応の時によく見せる笑顔を悠希に向け、話を始める。

　悠希はずっと怖い顔をしているけれど、突っかからない分、冷静に対処しているように見えた。

　私は二人の間に立っていて、身体中ずっと汗を掻いている。

　とにかくこの場をちゃんと収めなくちゃ……。その考えで頭がいっぱいになっていると、店長が静かに話し出した。

「さっきから中條さんのことを一方的に責めているけれど、今日も今までも僕が強引に誘って飲みに来ているだけなんだ。だからこれ以上彼女を責めないであげてほしい」

「そういうことは……琴葉からあとでしっかりと話を聞きます」

　悠希は私と話し合いをしてくれる気はあるらしい。

　そのことにひとまず安堵していると、店長は首を横に振り、悠希の方を真っ直ぐ見つめる。

「そういうわけにはいかないよ。こんな現状を見てしまった以上、中條さんをキミみたいな男に渡したくない」

「店長?!」

「何を……」

　店長の発言に、私も悠希も大きな声を上げた。

　肩が上がり、心臓も激しく鳴っている。

　だって、悠希の前でこんな熱い告白をしてくれたことに驚きは隠せないし、悠希も目を見開いていて、こめかみから汗も流れている。

　どきどきと鳴る心臓を両手で押さえ、次の言葉がうまく出てこない私を小林店長は申し訳なさそうな表情で見た。

「だって、キミは十年以上彼女と付き合っていて、今まで結婚の話もせず、散々待たせて、だけど結局放置をして……。それだけでもひどいのに、挙句の果てには彼女が違う男と食事をしているだけで怒ってしまう。そんな器の小さい男に中條さんはもったいないよ」

「店長、何を言って……」

　悠希が私にはもったいないって……。

　そんなのずっと反対のことだと思っていた。

　私は悠希に愛されるために一生懸命頑張っていた。

　ちゃんと好きでいてもらえるようにたくさん我慢して頑張っていたから、私に悠希がもったいないなんて発想が全くなかった。

　だから、小林店長の言葉に全身が熱くなり、指先も震えだす。

　悠希はそんな私を一瞥すると、一歩前に踏み出した。

「あなたには関係ないでしょう。俺と琴葉のことです」

「関係はあるよ。僕は彼女のことが好きだ。キミが彼女を放置していた間、ずっと一緒にいたんだ……。まあ……気持ちは、届かなかったみたいだけど」

　ちらりと私を見たそのまなざしは、諦めと切なさが混じった複雑な色を浮かべているような気がした。

　はっきりと好きと言われ、その目で見つめられると、心臓がずきんと痛い。

　だけど、逸らしちゃいけない。それだけは理解できた。そして、小林店長はため息を一つはくと、悠希の方を見つめる。

「……それでも、中條さんはキミのような男でも本当に好きみたいなんだ。もし、本気で彼女とこのまま付き合っていこうと思っているのなら、将来のことを考えてあげてくれないか？」

　俯き加減の小さな声で発した言葉が静かな公園では、はっきりと聞こえた。

　小林店長の深い想いに最初は驚きはしたけれど、次第にそれは感謝に変わり、胸の奥が熱くなってくる。

　私は店長の想いに応えられないのに、店長はそんな私のことを応援してくれている。

　その思いやりが本当に嬉しかった。

「店長……」

「でも、まだ以前のようなのらりくらりとした付き合いを続けるというのなら、無理やりにでも中條さんを僕のものにする。僕は、それくらいの覚悟はあるよ」

　なんていい人なのだろうと思った矢先、そう言いながら意地悪そうに微笑む店長はくすりと笑う。

　その仕草にドキッとしたけれど、悠希の表情は一切変わっていなかった。

　いや、今までよりもずっと強くて逞しい、そんな印象を抱かせて、まるで別人を見ている感じになる。

「俺にだって……覚悟はあります」

　そう言うと、私の方に手を伸ばし、そしてぎゅっと強く左手を握ってくれる。

　久しぶりに感じる悠希の手の温かさと大きさに一瞬で泣きそうになった。

「たしかにあなたの方が大人で彼女のことをちゃんと守れるかもしれない。だけど、俺にも琴葉は必要なんです」

　私は瞬きを忘れて悠希を凝視した。

　彼が言う一言一句全て聞き逃したくなくて、意識を悠希だけに集中してしまう。

　だって、今悠希はずっと言ってほしかった言葉を口に出してくれている。

　まるで夢のようで信じられない。

　だけど、今、これは現実に起きている。

　このできごとを絶対に忘れたくないと思ったから。

　私は何も言わず、悠希を真っ直ぐ見つめていた。

「だから、琴葉だけは……彼女は絶対に譲れません」

　そして、彼はひときわ大きな声でそう言うと、私を引き寄せてくれた。

「離れてやっと気づいた。俺には琴葉が必要だってこと。あんなに情けなかった俺でも琴葉は見放さなくて、ずっとそばにいてくれた。ずっと甘えていた俺は本当に最低な男だった」

　両手を掴まれ、近い距離にある顔は、公園のライトに照らされている。

　その顔は夜だとわかりづらいけれど、きっと真っ赤だ。

　だって、手は熱くて汗もすごい。

　それに、悠希は照れると眉を必ずひそめて瞬きが多くなるから、その癖ですぐにわかる。

　今までずっと一緒にいたからわかる癖だ。それがすごく誇らしかった。

　そんな彼の言葉を最後まで聞こうと私も覚悟を決め、手を握り返す。

「……あるきっかけで俺、変わろうと思った。今更遅いかもしれないけど、もう頼りなくて情けない俺じゃなくて、琴葉から信頼される男になろうと今、頑張ってる。まだまだ物足りないかもしれないけど、でも、こんな俺でもよかったら一生、そばにいてほしい」

　最後まで彼の言葉を聞くと自然と右手で口を覆い、言葉にできない感情が涙と流れてきた。

　自分の気持ちを言葉にすることが苦手な彼が、自分の思いを精一杯頭で考えて口に出してくれているのだと思うと感動してしまうし、その頑張りが何よりも嬉しい。

　悠希には、一生懸命という言葉が一番似合う。

　高校時代、部活で頑張っていた時からそんなことを思っていた。

　今、それを強く思い出して、また彼に惚れ直してしまう。

　それに、今の悠希の告白は、初めて告白してくれた高校生の時と全く同じ顔で、それが余計に感動を私に与えてくれた。

　私は悠希を見て、自然に微笑んでいる。

　今の悠希を受け入れたい。そんな気持ちでいっぱいだ。

「琴葉に俺を必要としてほしいんだ。そのためなら、なんだって頑張れる。だから、俺と、結婚してほしい」

「悠希……！」

　一番言ってほしい言葉を言ってくれた……！

　ずっと待ち望んでいたその言葉を耳にして、もう涙腺は崩壊して頬を流れる涙が止まらない。

　嬉しくて足に力が入らず、今にもしゃがんでしまいそうだ。

「よかったね。中條さん」

　両手で一向に止まらない涙を拭いている私に、小林店長が優しい声色で声をかけてくれる。

　悠希の言葉に夢中になりすぎて、店長への返事がまだだった。

　小林店長は、弱って自信をなくしていた私をすごく助けてくれた。

　悠希がいなければ、間違いなく好きになっていたと思う。

　だけど、私には悠希が必要で、悠希以外の人は考えられない。

　だから、涙を必死に拭いて泣き止み、小林店長の方に身体を向けた。

「すみません、店長……。私、店長のお気持ちは本当に嬉しかったんです。でも……」

「うん、言いたいことはわかってる。キミには僕じゃなくて彼が必要なんだよね。過ごした時間の長さなんて関係ないって思っていたけど、やっぱり敵わなかったか」

　店長の表情は、不機嫌とか不満とかそういうものは一切なく、肩をすくめて苦笑いをしていた。

　店長の表情を見てしまうと胸がすごく痛む。

　だけど、今ここではっきりと伝えなければいけないと思い、唇をきゅっと結んだあと、口を開く。

「……私達は一緒にい過ぎたんです。だから、お互い学生気分のまま成長できていなかった。でも、今、離れた時間を過ごして、本当に彼の存在が私の人生に必要だということがわかりました。だから私は、彼と……悠希とこの先も一緒に生きていきたいです」

　私の強い思いの言葉は、ちゃんと店長に届いたのだろう。

　小林店長はもう苦笑いはしていなくて、納得した笑みを浮かべてくれた。

「うん、そうはっきりと言ってくれてよかった。これで僕もすっぱりと諦めることができるよ」

　店長はそう言うと悠希の方に顔を向け、頭を深く下げる。

「……すまない。キミには初対面なのにいろいろと失礼を言ってしまって申し訳なかった」

「いえ！　頭を上げてください！　そもそも身勝手な俺のせいで、たくさん彼女を悲しませてしまっていたんです。謝らなければいけないのは、俺の方です。俺がいない間、琴葉のことを慰めてくれて、本当にありがとうございました」

　小林店長と同じくらい悠希も頭を下げて、男性二人が謝り合ってお礼を言い、まるでさっきまでの出来事が嘘みたいに柔らかい空気になった。

　私もホッとして肩の力が抜ける。店長もそうなのか、頭を上げると後頭部をかきながら笑っていた。

「ハハッ。礼を言われるのは不思議な気分だな。でも、嫌じゃないよ。ただ、振られたのはやっぱりショックだな。今日、キミから話があると言われてから多少は覚悟をしていたけれど、はっきりと言われるとやっぱり辛いね」

「でも、これが現実なのだから受け入れなくちゃな」と小林店長は言うと、私の方を向いて微笑みをくれる。

「また、明日から職場の上司と後輩としてよろしく」

「はい……よろしくお願いします」

　頭を下げてお礼を言い、頭を上げると小林店長はさっきよりもずっと優しい笑顔を向けてくれた。

「中條さん、おめでとう。よかったね」

　声色も穏やかな店長の声に戻っていて、私は満面の笑みを返した。

　これからもいい部下でいられるように、仕事を精一杯頑張り、店長に信頼してもらえる部下になろう。

　それが、私を好きになってくれた小林店長に対してできる、最善の償いだと思った。

「お幸せに」

　店長はそう言うと、ゆっくりと公園の出口の方へ歩き出す。

　私と悠希は彼の背中に向かって、二人でずっと頭を下げていた。

　その場からすぐに去った小林店長の背中が見えなくなったところで、私は悠希の腕にそっと自分の手を添えた。そして、彼を真っ直ぐに見上げる。

「……さっきの返事を……言わせてほしいの」

「うん、俺も聞きたい」

　もう私がどういうのかわかっているんだろうな。だから、悠希の顔はこんなにも晴れ晴れとしているのかもしれない。

　私は口角が上がり、私の大好きな笑顔の彼を見つめながら思いを言葉にした。

「私、悠希のことを愛してる。だから、私、悠希と結婚したい。ずっと、一緒にいたい」

　感極まってしまい、涙声になりながら返事をすると、悠希が強い力で抱きしめてくれた。

「俺も、琴葉のこと、愛してる。絶対に幸せにするから」

「うん……私も……悠希のこと、幸せにするね」

　ずっと言えずにいた想いを言葉にした私達は、愛を囁き合い、強く抱きしめ合った。







第六章








　公園で悠希からのプロポーズを受けて、そのままホテルへと向かった私達。

　私はどちらかの家に帰るのかと思っていたのだけれど、指輪も何も用意をしていないままプロポーズをしてしまった悠希がそのことをとても気にしていて、せめて記念に残るようにとホテルへ連れて行ってくれた。

　どこに泊まるのかは全て悠希に任せていたから、電話を終えてホテルの予約を取れたことに正直ホッとした。

　タクシーを停めて乗り込み、向かった先は普段滅多に泊まることができない高級ホテルだった。

　たしか旅行サイトでは常に上位にランクインしていて、特別な日に泊まるのによく利用されていると、サイトのレビューで見たことがある。

　それに見合うだけの価格はするし、思い付きで泊まれるようなホテルじゃないはず……。

　タクシーを降りて目の前にそびえたつ高級ホテルに圧倒された私は、タクシーの支払いを終えて出てきた悠希のスーツの袖を引っ張る。

「えっ、こ、こんなところ……。泊まってもいいの？」

「もちろん。本当なら琴葉の好みの指輪を買って、いいレストランとか予約して、お前の好きそうな夜景が見えるシチュエーションでプロポーズをしたいって思っていたんだけど、全部すっ飛ばして普通の公園で、しかも人前で勢いで言っちゃったからな。せめてもの罪滅ぼしだと思ってくれ」

「そんな……。私、それでもすごく嬉しかったよ」

　私がそう言うと、悠希ははにかんでいる。

　小林店長には申し訳ないことをしたけれど、本心で私は悠希がプロポーズをしてくれたことを心から喜んでいて、その言葉を聞けただけで場所とか全く気にしていなかった。

　悠希が私にプロポーズをしてくれた。そのことが何よりも嬉しかったんだ。

「でも、それでも男として格好がつかないからな。素直に喜んでくれると嬉しい」

「もちろん……嬉しいに決まっているじゃない」

　彼の腕に両手を絡めて喜びを表すと、悠希はくしゃくしゃな笑顔になっていた。

　こんなにストレートに表情を崩す彼を久しぶりに見た気がする。

　だから、彼にも簡単に言えない何か重いものを抱えていたに違いないと、今更ながら気づいた。

　悠希は簡単に私に弱音をはいたり愚痴を零したりしないから、彼の本心をずっと気づけずにいた。

　だけど、彼のことはこれから些細なことでも見逃さないようにしよう。

　夫婦になって力を合わせて生きていく。

　それは、相手を思いやることが何よりも大切なことだと思うから。

「悠希……。私、悠希のことをもっと支えられるように頑張るね。悠希のこと、大切だから」

「あのな……。そういうことは、部屋に入ってから言えよ」

　小声でそう言い返してきた彼の顔を見上げると、耳まで真っ赤にして照れを隠している。私が笑っていると「ちょっと待ってて」と言われ、ロビーの一人用ソファで座って待っていると、受付を終えた悠希が戻って来た。

「お待たせ。行こうか」

　ロビーのシャンデリアの灯りに照らされた悠希の顔を見上げ、私は差し出された手に自分の手を添えてエレベーターに向かい、四基並んでいるうちの一基に乗り込む。

　ゆっくりと上昇していくエレベーターは五十階で停まり、両扉が開くとエンジ色の絨毯の床が現れた。

　その上を歩いていくと悠希が「ここだ」と言って、カードキーで鍵を解錠する。

　悠希が取ってくれた部屋は、一目でわかるくらい素敵なスイートルームだった。

　広いリビングには観葉植物や、海外製の調度品がセンス良く飾られていて、五人は余裕で寛げるソファーコーナーがある。

　部屋に繋がるドアを開けると、二人は余裕で眠れるキングサイズのベッドがあるベッドルームがあり、リビングの横にはバーカウンターもあって、いつでもお酒が飲めるしフルーツが食べられるようになっていた。

　何よりも驚いたのは、寝室から外に出ると専用のプールがあったことだ。

　悠希と貸切露天風呂があるホテルには泊まったことがあるけれど、プライベートプールがあるホテルには泊まったことはなくて、あまりの豪華さに開いた口が塞がらない。

「気に入った？」

「すごく気に入った……。ありがとう、悠希。こんな素敵なホテルをとってくれて嬉しい……！」

　悠希に抱き着いて最大限に喜びを表すと、彼も嬉しそうに笑う。

　視線の先にある水面がライトに照らされた夜のプールは想像以上に幻想的で、ものすごく綺麗だ。

「プールか……懐かしいね」

「俺たちの出会いは水泳部だったからな」

「あのころの悠希はまだ身長もこんなに高くなかったし、体格も顔も幼かったよね」

「それは琴葉も一緒だろ。まあ、部員の中で一番可愛かったけど」

「えっ、そ、それは悠希もだよ。悠希も男子部員の中で一番かっこよかった……」

　お互いを褒め合う言葉に気恥ずかしくなり、吹き出して笑ってしまう。

「久しぶりにプールに入ろうか」

「でも、水着なんか持ってきていないよ」

「クローゼットに貸出用の水着があるってさ。それを使おう」

　心臓がドキドキする。

　二人でプールに入るなんていつぶりだろう。

　社会人になってから数えるほどしか行っていないから、記憶にあまりない。

　それにさっき水泳部のころの話をしたから、当時の記憶を思い出しさらに心臓の音が加速している気がする。

　私が揺れる水面を眺めていたら、悠希が部屋のクローゼットから水着を取り出して持ってきてくれた。

　それはシンプルな黒のビキニだけれど、パレオがついているので露出が少なくてありがたかった。

　悠希が持っているのはお揃いの黒のハーフパンツの水着だ。

「琴葉の水着姿を見るのは何年振りだろうな。すごく楽しみだ」

「ちょ……期待しないで……！　それにいまさら私の水着なんか楽しみにしたってしょうがないでしょ」

「そんなことないって。高校の時から思ってたけど、琴葉は均整のとれた綺麗な身体をしているから、水着がよく似合うんだよ」

「あ、ありがとう……」

　悠希ってばそんなことを思ってくれていたんだ。

　彼からは今まで泳ぎのフォームを褒められたことはあったけれど、水着姿を褒められたことなんてなかった。

　今日の悠希は、本当に自分の想いを饒舌に語ってくれる。

　まるで別人のようで、彼なりに変わろうとしてくれていることがすごく伝わってきた。

「じゃあ着てみようかな」

「ああ、俺はリビングで着替えるから、琴葉はベッドルームで着替えて来いよ」

「うん、そうする」

　浮かれた気分で水着を持ち、ベッドルームで着替えを始めた。

　今日は悠希と仲直りをしてプロポーズまでしてもらい、昔を思い出してプールにも一緒に入る。

　こんな幸せが一気に襲い掛かってきて、怖いくらいだ。

　今まで悩んでいた辛い時間なんて、もうすっかり遠い過去のことみたい。

　久しぶりの水着姿だけど、悠希、喜んでくれるかな。

　彼の裸もいつも電気を消した暗い部屋でしか見ないから、明るい場所で見るのは久しぶりだ。

　こんな新鮮な気持ち、随分と忘れていた。そして、こんなときめきも。

　私は着替えを終えて乱れがないかチェックした後、ベッドルームを出る。

　すると、悠希はすでにプールサイドに出ていて、足をプールにつけて座っていた。

「久しぶりのプールの水は気持ちいい？」

　悠希は私の問いかけにこちらを向く。

　そして上から下へと視線を往復すると、口角を上げて喜んだ表情をしていた。

「うん、やっぱりよく似合う。それに黒っていうのが何かエロイな」

「もう、何言ってるの」

「だって、本当のことだろ。こっちに来てよく見せて」

　座ったまま両手を広げられ、私もプールサイドに座ると悠希はプールの中に入り、その勢いで水面に波模様ができる。

　水面に照らされているライトの明かりが揺れ、その模様に見入っていると悠希が正面に立ち、私を見上げていた。

「琴葉、綺麗だ」

「やっ、な、なに、急に……」

「今、思ったことを素直に伝えただけ。俺、離れてつくづく実感したんだ。俺ってば本当に言葉足らずな男だったなって。琴葉の優しさに甘えて、お前なら大丈夫、俺から離れないっていう驕りがあって、その結果、琴葉を悩ませて苦しめていた」

「悠希……」

「だから、もう照れ臭いとか、面倒とか、そんな感情は一切捨てて自分が感じた琴葉への思いは素直に口に出すことにした。それでお前が喜んでくれて安心してくれるなら、いくらでも言うよ。可愛いとか、好きだとか、愛してるとか」

「そ、それはそれで私が恥ずかしい……かも……」

「ハハッ。お前も言ってくれていいんだけどな。というか、今更ながらこういうことを確認し合っている俺らって本当、今まで何やってたんだろうな」

「まあ、それは俺のせいか」とうなじを掻きながら、悠希は苦い顔をする。

　私は腕を伸ばして両頬を手で包み、上半身を屈ませて軽いキスをおでこにした。

「でも、私はそういう悠希も好きだったよ。ずっと好きで愛おしいからいっぱい我慢したの。いつか、気づいてくれるって信じたかったから。だから、今は我慢してよかったと思ってる」

「琴葉……」

　彼の両頬を包みながら囁くような声で言うと、悠希も掠れた声で返してくれた。

　そして唇同士のキスをして、肌を密着させる。

　座っている私の足の間に悠希が入り込んできて、腕をまわして抱きしめ合う。

「んっ……」

　重ね合うだけのキスはすぐに舌を絡ませ合う濃厚なものに変わり、悠希の柔らかい舌が私の咥内で動き回る。

　歯列を舐め、唇の縁も舌先でなぞり、そしてまた舌を絡め合わせて何度も咥内で暴れるキスに、息も絶え絶えになってきた。

　こんな激しいキスはいつぶりだろう……。いや、こんなにも激しいキスは初めてかもしれない。

　そう思わせるキスを終えると私は虚ろな目になり、荒い息を零している唇を悠希に吸われた。

「可愛い」

「も、もう……」

「やべ……理性、保てないかも」

　悠希も興奮しているのか、触れた素肌は熱く汗で湿っている。

　悠希の荒い吐息が胸の中央にかかり、どれだけ我慢しているのかがわかる。

「プールサイドでキスなんて、部活を頑張っていた時からは想像できないね」

「……実は俺、部活中に琴葉にキスできるタイミングをいつもうかがってたんだよな」

「えっ、そうだったの！」

「結局、練習が始まったらそれどころじゃなくなったけど。本当はいつでもキスしたいなあって思ってたんだよね」

　私の胸の中央に顔を置き、ぐりぐりと頬を寄せる悠希はまるで子どもみたい。

　母性本能がくすぐられるな……なんて思っていたら、自然と笑い声が出てきた。

「フフッ。じゃあ、今できたね、念願のキス」

「ああ。願いがかなったよ。それでも、大人になった今はそれ以上のことを求めてるけど」

「あっ……」

　さっきまで子どもみたいだった悠希がいきなり大人の顔つきになり、胸の中央を強めに吸いつくと、赤い印を残した。

　左手でパレオを解くと、右手は私の内太ももを撫で始め、それから彼を囲っている私の両足を広げ、恥ずかしい部分を露わにする。

　いくら水着を着ているといっても、この体勢は恥ずかしい！

「やだ、恥ずかしいよ。悠希」

「いや？　琴葉」

　舌先でビキニ越しの右胸の先端をつつきながら、意地悪な顔をする悠希に、子どものような表情の面影は一切ない。

　今は私を求める雄の顔をしている。

　こんな悠希を見てしまったら私の下腹部も甘く疼き、卑猥な期待をしてしまう……。

「でも……大丈夫？　だって、この前……」

　それでも、思い出すのは喧嘩をするきっかけになった、悠希のものが私に反応しなくなった時のことだ。

　あの時はショックで泣き出しそうになった。

　今でもトラウマになりそうなくらい、鮮明に当時のことを思い出すことができる。

　だけど、悠希は申し訳なさそうな顔はしていたけれど、私みたいに不安な表情は全くなかった。

「あの時はごめん。俺、本当に最低だった。反応しなかったことを琴葉のせいにして、マジで情けないよ。でも、今は大丈夫。早く琴葉の中に入りたくて仕方がない」

「えっ、じゃあ……」

「試してみる？」

　悠希がプールの中に入っているからその存在を確認することはできないけれど、彼が言うことが本当なら、私でも反応してくれているってことだ。

　それに早く私の中に入りたくて仕方がないって……。

　直接的な表現はものすごく嬉しい。

　本当に求めてくれるってことがわかるから。

　私は身体が疼き、熱くなるのを感じながら頷く。

「じゃあ、琴葉もプールの中に入ってきて。一緒に気持ちよくなろう」

「うん……！」

　こんなふうに誘われて喜ぶなんて、やる気満々だと思われていると思う。

　だけど、早く一つになりたい気持ちは悠希と一緒だから、素直に肯定できた。

「琴葉、おいで」

　腕を伸ばされ、ゆっくりとプールの中に入ると水しぶきとともに彼の胸の中に飛び込んだ。

　背中に腕を回してキスをせがむと、悠希は優しいキスをくれる。

　そして、私の背中に回っていた手は背中から腰へとなでるように落ちていき、お尻をやわやわと揉み始める。

　くすぐったさに軽く笑うと、悠希も目じりを下げて微笑んだ。

　こんな些細なやり取りに無性に幸せを感じ、彼のたくましい胸板に頬を寄せ、音を鳴らしてキスをした。

「そんなこと、してくれるんだ」

「今までやったことなかった？」

「琴葉、自分からあんまり動くことなかったから」

「あっ、そっか……」

　言われて気づく。そういえば私、いつも悠希から求められるばかりで、自分からあまりしてあげることがなかったなって。

　それなら飽きられても仕方ないのかもしれない。

　だから、ちょっと恥ずかしかったけれど、今までの反省も含めてそっと自分の手を悠希の下腹部に添え、ハーフパンツの水着の中に自分の手を入れる。

「えっ、琴葉？」

「やったことがないから、上手じゃないかもしれないけれど……。痛かったら言って」

　悠希自身がある場所に手を伸ばし、それを掴むように指を曲げる。

　すると、すでに悠希のものはプールの中からでもわかるくらい、硬く反り上がっていた。

　痛くないように手で優しく包みこんで、ゆっくり上下に擦る動きをする。

　すごい……今日の悠希のそれは存在を強く主張するみたいに立派に硬くなっていて、これが私の中に入ってくるのかと思うと、下腹部が甘く疼きだす。

　でも、今は悠希を気持ちよくすることに集中しなくちゃ。

　不慣れな手つきだけど、一生懸命に手を動かしていると、プールの水面はちゃぷちゃぷと揺れていた。

「くっ……」

　大丈夫かな？　ちゃんと気持ちいいかな？

　不安になって彼の顔を見上げると、我慢をしている表情をして、苦しそうな声を出している。

「痛い？　やっぱり下手かな？」

「いや……全然、いい。むしろ、気持ちよすぎて、我慢できなくなりそうだ」

　掠れた声でその言葉を聞き、ホッと胸を撫でおろす。

　自信を持った私はさっきまでよりずっと積極的になり、悠希の下半身にあるそれを上下に優しく擦り、時々親指で先端や人差し指で裏筋をなぞったりする。

　そのたびに悠希が気持ちよさそうな声を出すから私も嬉しくなり、どんどんと動きを増やしていく。

「ちょ……っと待って。これ以上はだめだ」

　すると、悠希の方からストップがかかり、私の手を自分の手で押さえた。

　動きをなくした私の手は悠希の昂ったそれから離れて、水から上げられる。

「はぁ……。全く、どこでこんな動きを覚えてきたんだよ」

「えっと……こうしたら気持ちいいかなと思って」

「ハハッ。やばいな、こんなことされ続けたら、俺の方が骨抜きになりそう」

　嬉々とした表情で笑うと、私を引き寄せて首筋に顔を埋め、悠希は唇で吸い付く。

　私が甲高い声を出した瞬間に、彼の手でビキニの紐は解かれて両胸が露わになった。

「あっ！　もう……」

「ライトに照らされた琴葉の肌、本当に綺麗だな」

　うっとりとした瞳で胸をじっくりと見つめられた後、悠希の腕が私の下半身に回り、お尻から持ち上げられて彼より目線が上になる。

　悠希を見下ろしている体勢になると、右胸の先端が彼の咥内に含まれた。

　水で濡れている肌は吸われるとじゅっという音がして、卑猥な音がさらにいやらしく感じる。

　さらに舌全体を使って先端を舐め回され、その刺激から微弱な電流が身体中に駆け巡る。

　気持ちいい……。

　ライトにしっかりと身体は照らされているから丸見えのはずなのに、恥ずかしい感情よりも気持ちがよくて幸せだという思いの方がはるかに強い。

「はっ……んっ……」

　悠希の舌が右胸の先端を舐め回し、舌先で突かれる行為を繰り返す。

　私は彼の柔らかい髪を掴み、ぎゅっと抱きしめる。

「ゆう……き……」

　名前を呼ぶと、ちらりと彼の視線がこちらに向く。

　彼が唇を強めに結んで胸の先端を挟まれると、一気に強烈な刺激が下腹部に集まる。

「んあっ！」

　目をギュッとつむり、刺激を我慢すると悠希の嬉しそうな声が聞こえてきた。

「琴葉の反応が可愛すぎるよ。外で琴葉のこんな声を聞くなんて初めてだから、興奮する」

「外、とか……プールとか……初めてだし」

「ああ、そうだな。高校生の時に戻ったみたいでいいじゃん？」

　悠希はそう言いながら胸から顔を離して、目線が同じくらいになるように、私を少しだけ降ろした。

　唇がくっつくくらいの距離で会話をしているから、いつでもキスができそう。

　私は彼の形のいい唇を眺めながら、高校時代のことを思い出す。

「でも、私は部活中にそんなふしだらなことをしようなんて考えなかったから」

「そうなのか？　俺はいつも水着姿の琴葉を見て、いやらしいイメージをしないように必死だったな」

「もう、仕方ないなあ」

　十代の高校生らしい発言に、つい笑いが込みあげてくる。

　でも、悠希は私を見て懐かしそうな眼をしていて、優しい微笑を浮かべていた。

「それに俺、琴葉にはかっこいいところを見せようとして、ずっと必死だった。今とは大違いだ」

「悠希は……ずっとかっこいいよ」

　苦々しい顔をしている悠希の顔を、そっと包む。

　鼻先を当てたあと、私から軽くキスをすると、そのまま貪るようなキスが始まった。

　ばしゃっとプールの水が弾けて水しぶきが舞う。

　彼はキスをやめると私をプールサイドにあげて、自分も上がってきた。

「プールの中じゃじれったいな。ベッドに行こう」

「……うん」

　用意していたバスタオルで身体を拭くと、ベッドになだれ込むように横になる私たち。

　悠希はすぐに私に覆いかぶさり、身に着けていた水着のショーツと自身の水着を全て脱がせた。

「琴葉……」

　甘く掠れた声で私の名前を呼び、全身の至るところに悠希はキスをする

　頬や唇、こめかみに首筋、胸のふくらみに舌を這わせると、ウエストラインも唇でなぞり、茂みのある場所へと到達した。

「さっき気持ちよくしてもらったから、今度は俺が頑張る番だ」

「あっ……ジッと見られると恥ずかしい……」

「十年以上も一緒にいるのに、恥ずかしい？」

「うん……だって、好きな人にそんなところを見られたら、何年経っていても恥ずかしいよ」

　自分の口を手の甲で隠し、私を見上げる悠希の視線からは逃げたくて、視線を逸らす。

　すると、悠希は喉を鳴らして笑い、熱いため息をはいた。

「はぁー……俺の彼女、本当昔から可愛すぎる。何度だって言える。琴葉は世界一可愛い」

「も、もう……」

　照れ臭くて拗ねた声を出すけれど、嬉しくてたまらなくて、手の甲で隠した口元はにやけが止まらない。

　悠希は私の反応を見た後、秘部へと顔を埋め、披裂を舌でこじ開けた。

「んっ……」

　ぴくっと身体が跳ね、足が甘い刺激に反応して指先がピンっとなる。

　悠希の舌はさらに秘部の奥へと進んでいき、中で舌をくるくると回して広げていく。

　その動きがたまらなく気持ちよくて、私はベッドのシーツを思い切り握りしめていた。

「あっ、ああ……」

　喘ぎ声も止まらなくて、彼の舌が動き回るたび、声が漏れる。

　愛液でぐっしょりしている秘部は、卑猥な音を出して溢れていた。

「すごく濡れてる。気持ちいい？　琴葉」

　悠希が顔を上げ、私の愛液で濡れた口元を手の甲で拭いていた。

　自分のもので悠希の顔を汚してしまったことに申し訳なさと、羞恥心が複雑にこんがらがって感情が爆発しそうだ。

「う、うん……気持ち、いい……」

　それでもちゃんと伝えられたのは、さっきの悠希の言葉のおかげだ。

　思いは素直に口に出して伝える。

　それで悠希が安心して喜んでくれるのなら、私はもっと嬉しい。

「もっと……一緒に気持ちよくなろ？」

　私の問いの意味に気づてくれた悠希は、体勢を変えて上半身を起こす。

　そして、私の膝裏を持ち、ゆっくりと開いた。

「……挿れるぞ」

「うん……」

　この体勢になると、期待が膨らむ。

　少し前なら、こんなこと考えられなかった。

　適当に前戯をされて、悠希がイきたい時にイき、それで終わりだった。

　だけど、今はそうじゃない。彼も私も一緒に気持ちよくなりたいと思っている。

　この行為が義務的なものではなく、愛を感じる大切な行為なのだとお互いに感じている。

　だから、期待も膨らみ、悠希を受け入れることができるんだ。

「んっ……」

　悠希のお臍あたりまで反りあがった彼自身が、私の中にゆっくりと入ってくる。

　熱くて硬い……。それに避妊具なしでの行為は初めてだから、そのままを感じられた彼自身の熱に、意識が全部そこに集中してる。

「くっ……。気持ちいいな……」

　悠希も気持ちよく感じてくれているのか、苦しいという意味じゃない辛さを顔に表している。必死に理性を保っている感じだ。

「悠希……もっと、奥……」

「わかってる。時間をかけて中に入るから」

　焦るともたないことがわかっているのか、悠希は自分で調整をしながら私の中に入って来た。

　そして彼の全部が私の中に収まると、深く息をはく。

「んっ……これで、全部……」

　私の膝裏を持ちあげながら、悠希は肩で息をしている。

　私もそのまま彼を受け入れ、初めて感じる刺激に腰がふるふると震えていた。

「……琴葉、動くぞ」

「う、うん……」

　悠希はぴったりとくっついていた結合部から自身を少し抜くと、小刻みな動きで出し入れを始めた。

　肌のぶつかり合う音が寝室に響き、愛液がどんどんと溢れ出してお尻まで垂れてくる。

　なんの隔たりもなく交わっている部分がたまらなく気持ちよくて、そんな感情と同時に悠希と本当に身も心も繋がれたのだと実感できる。

　心も身体も今にも蕩けてしまいそう。

「悠希、好き……」

　愛おしさが溢れて、思いを言葉にして伝えた。

「んっ……俺も」

　悠希も言葉で伝えてくれると、彼自身がぐっとさらに硬くなった気がする。

　甘い刺激を与えられた私の中は無意識に彼を締め付けてしまい、悠希は一段と顔を赤くして眉間にしわを寄せた。

「はっ……あんまり締め付けるな……、もたない」

「ごめん、でも悠希のだって……」

「わかってる。もうそろそろ限界だ。激しく動いてもいいか？」

「うん……」

　私がうなずくと、悠希の動きはすぐに早まり、腰を思い切り打ちつけてきた。

　最奥を穿つように当ててくる彼自身が膣壁を強く擦りあて、強烈な刺激が私を襲う。

「ひゃっ！　あん！　ああ！」

　ベッドの軋む音が室内に響き、激しさを物語っている。

　屹立した彼自身が抜くぎりぎりのところまで腰を引いたかと思うと、無情なほどに勢いよく最奥まで突いてくる。

　その動きを何度も何度も繰り返されて、私は羞恥心なんか忘れてしまうほど、乱れてしまう。

「だ、めえ……！　やっ！　イっちゃう！」

「イっていいよ。琴葉のイく顔、見たい」

　ガツンガツンと腰を打ち付け、さらに悠希の親指は秘部のすぐ上にある小さな粒を集中的に擦り始めた。

　すぐに身体は熱くなり、激しい快楽を与えられる。

「そ、れ、だめえ……！」

「そうか？　琴葉の中は喜んでいるみたいに、俺にすごく絡みついてくる。気持ち良すぎて、やばい」

　荒い吐息交じりに、悠希は私の身体の中で起こっていることを説明している。

　私は何かにしがみついていないと激しく乱れてしまいそうで、必死に何かを掴もうと両手を宙に伸ばす。

　悠希は私の両手を掴んで指を絡ませると、私の頭の横に指をつないだまま手を置いた。

「琴葉、最後は一緒に果てよう」

「う、うん……！」

　悠希はひときわ強く最奥を小刻みに突き続け、私は我を忘れるくらい喘ぎ声をあげた。

　内壁を擦られる刺激に意識を持っていかれ、このまま果ててしまいそうになる。

「こと、は……！」

「あああ！」

　悠希が最奥を強く突いた。

　その瞬間、目の前が真っ白になり、まるで閃光が放たれたみたいだと思った。

　そして、下腹部の奥のほうで、彼自身から迸った熱いものがじわりと感じる。

　お互い果てたのだとわかると、視線を合わせ微笑みあった。

「琴葉、愛してる」

　心の奥底から放たれたような、悠希の思いがこもった言葉を聞き、私の目尻から涙が一筋流れた。

「私も……愛してる。悠希、大好き……！」

　繋いだ手をさらに強くぎゅっと握りしめ、私も涙声で彼への思いを口にした。







エピローグ








　悠希と将来を誓い合ってから二週間が経とうとしていた。

　先日、悠希の家に泊まった時「結構、頑張ったんだ。食べてみて」と言いながら彼が初めて作ってくれた料理をご馳走してくれた。

　作ってくれた料理はカレーだったけど、今まで悠希が包丁を持った姿をほとんど見たことがなかったから驚愕した私は、記念に何枚もスマホで写真を撮ってしまう。

　そんな姿を見て悠希はすごく笑っていたけれど「これからは料理も掃除も頑張ってするよ。琴葉だけに負担は絶対にかけない」と約束してくれた。

　そして「今までありがとう」という言葉も言ってくれ、私は嬉しさのあまり泣いてしまい、彼が初めて作ってくれたカレーの味は少し涙の味が混ざっていた。





＊＊＊＊＊






　それからさらに日にちが経ち、土曜日の夜、悠希は私が勤める百貨店まで車で迎えに来てくれた。

　約束もしていなかったからこのサプライズに驚き固まっていると、彼はくすっと笑って私の手を取り助手席に乗せる。

「どこに行くの？」

　悠希が運転席に乗りシートベルトを締めている時に声をかけると、彼は満面の笑みでこちらを見た。

「いいレストラン予約したから、まずは綺麗な夜景が見えるレストランに行こう。そこで、今日の目的を話すから。やっぱりこういうのは王道が一番だろ」

「えっ？　えっ？」

「とりあえず、行くぞ」

　上機嫌な悠希は急いた動きで車を発進させ、大通りを走りだす。

　悠希は以前も来た高級ホテルの駐車場に車を停めて降りエレベーターに乗ると、最上階にあるレストランへと向かった。

　ここのホテルも一流だけど、レストランはたしか五年連続星を取っているほどの超一流のレストランだ。

　予約を取るだけでも大変なはずなのに、個室までリザーブしてくれていた。

　特別な一日を過ごすため組まれた段取りに、ずっと心臓はバクバクしているし、緊張もしている。

　だけど、それは悠希も同じようで、スマートに行動しているように見えるけど、照れもあるのか心なし瞬きが多くなっている。

　いったい何が起こるのだろうとソワソワしていたけれど、運ばれてきた料理やソムリエおすすめの美味しいワインを飲んでいると、とても気分がよくなり、リラックスしてしまっていた。

　だけど、悠希は私と違ってずっと緊張しているようで、まだ瞬きも多い。

　そして、デザートを食べ終え、食後のコーヒーを飲んでいると、テーブルの真ん中に静かにリングケースが差し出された。

　そして、悠希は熱い眼差しをこちらに向けると、口を開く。

「琴葉、絶対に幸せにする。だから、俺と結婚してください」

　顔を真っ赤にして、だけど、慈しみがこもった彼の瞳は真っ直ぐに私を見ている。

　そんな私が口にする言葉は一つだけだ。

「はい……よろしくお願いします」

　涙を零しながら、だけど笑顔でリングを受け取る。

　悠希がはめてくれた将来を誓う指輪を薬指にはめ、左手を見つめる。

　これからもたくさん彼と喧嘩もするだろうし、問題も起こるだろう。

　だけど、悠希となら、ちゃんと乗り越えられる。

「一緒に幸せになろうね」

　私の言葉に彼は満面の笑みを浮かべて、幸せになる約束をした。
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　ここまで読んでくださり、ありがとうございます。秋あき花はないずみと申します。

　初めましての読者さまは初めまして。お久しぶりの読者さまは、またこうして読んでくださり、本当に嬉しいです。ありがとうございます！

　今回は、前回とまた違った二人のお話でしたがいかがだったでしょうか。

　前回はラブラブな夫婦の懐妊のお話で平和な内容でしたが、今回は倦怠期カップルで、しかもヒーローは何とも情けない性格のダメダメなヒーローです。

　リアルを追求したらこんなヒーローに仕上がってしまったのですが、そんなヒーローをずっと一途に思うヒロインの琴葉がもうとにかくいい子で……！

　そんなヒロインに幸せをつかんでほしくて、情けないヒーローからちょっとでも男らしいヒーローになってもらいたいと思い、頑張ってもらいました。

　二人の頑張りが少しでも伝わったら嬉しいです。

　ダメな男ほど可愛いと言いますが、私としては憎めない、愛おしい二人でした。

　そんな二人の幸せなお話をちょっとでも楽しんでもらえたら幸いです。

　そして、ほんの少しでも楽しかったと思ってもらえたら、感想などいただけたら泣いて喜びます！　それが次へのモチベーションに繋がるので……！　よろしくお願いします。

　最後に、拙作に関わってくださった担当さま、イラストレーターさま、校正さま、全ての関係者の皆さま、本当にありがとうございました。

　そして、ここまで読んでくださった読者さま、ありがとうございました！

　またお会いできることを心より願っております。






秋花いずみ










【著者紹介】

２０２０年にＴＬ小説でデビュー。

電子書籍、紙書籍などいくつか書かせてもらってます。







濃蜜ラブルージュ

幼おさななじみとの末すえ永ながいお付つき合あいは一いち途ずな最さい愛あいの証あかしから



2023年2月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　秋花いずみ

■イラスト　カトーナオ

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　RIRI Design Works



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©izumi akihana ©nao kato








この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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